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序

埋蔵文化財の保護・活用に対しまして、日頃より深いご理解をいただき厚く御礼を申し上げます。

宮崎県教育委員会では、東九州自動車道（都農～西都間）建設予定地にかかわる埋蔵文化財の発掘調査を平

成12年度から実施しております。本書は、その発掘調査報告書であります。

本書に掲載した高鍋町所在の唐木戸第1遺跡は、平成14年度から15年度にかけて調査しました。今回の調査

では、旧石器時代の礫群・石器ブロック、縄文時代早期の土坑・石器ブロック、K－Ah降灰以後の溝・道路・掘

立柱建物が検出され、当該期の石器や土器も出土しました。

これらの遺構・遣物は、今後当地域の歴史を解明する上で貴重な資料です。

本書が、学術資料としてだけでなく、学校教育や生涯教育の場で活用され、埋蔵文化財の保護に対する認識

と理解の一助となることを期待します。

発掘調査及び報告書作成に際しまして御協力いただいた関係諸機関をはじめ、御指導・御助言いただいた諸

先生方、並びに地元の方々に厚く御礼申し上げます。

平成16年9月

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長　　宮　園　淳
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▲

▲

仁コ

1．本書は、平成14・15年度に実施した東九州自動車道（都農～西都間）建設に係る唐木戸第1遺跡の発掘調

査報告書である。

2．発掘調査は日本道路公団から委託を受けて宮崎県教育委員会が実施した。

3．現地での実測等の記録は、横田通久、倉薗靖浩、原田茂樹、可児直典、高木祐志が行ったほか発掘作業員

が補助した。

4．本書使用の遣物実測図は、横田が作成したほか整理作業員が補助した。

5．本書に使用した実測図等の浄書は、横田が行ったほか整理作業員が補助した。

6．現地での写真は、横田、倉薗、可児、高木が、出土遣物写真は、横田が今塩屋毅行の協力を得て撮影した。

7．測量・空中写真・理化学的分析等は次の機関に委託した。

グリッド杭設定　　　　　　　　（有）進藤測量設計事務所　（有）黒木測量設計コンサルタント

空中写真　　　　　　　　　　　（株）スカイサーベイ九州　　宮崎県文化財調査・サポート協同組合

自然科学分析（植物珪酸体）　　（株）古環境研究所

8．本書に使用した略記号は次のとおりである。

SB……掘立柱建物跡　　SC……土坑　　SE……溝状遺構

SG……道路状遺構　　　SI……集石遺構、礫群

9．本書で使用した周辺遺跡分布図は、国土地理院発行の5万分の1図を基に、遺跡周辺地形図は日本道路公

団作成の1000分の1図を基に作成した。

10．本書で用いた座標は海抜高であり、方位は座標北（G．N．）を基本とし、位置図等の一部に磁北（M．N．）を

使用した。

11．国土座標は、平成13年度に設置された唐木戸第3遺跡発掘調査基準点「T－1」と「T－2」の国土座標

を基に設置している。但し、改訂前の旧平面直角座標第Ⅱ系（日本測地系）である。

12．土器の色調及び土層については農林省農林水産技術会議事務局監修「新版　標準土色帖」に準拠した。

13．出土遣物の石材については、松田清孝氏（宮崎県総合博物館）と赤崎広志に同定をお願いした。

14．本書の執筆は横田、編集は安藤利光、金丸琴路が担当した。

15．出土遣物その他の諸記録は宮崎県埋蔵文化財センターに保管している。

凡　　　　　例

○　遺構の計測箇所は、次の通りとする。

SE……平面上場・下場、ベルト土層断面　SG……ピット平面上場・下場、断面

SI……礫平面、断面　SC…‥・平面上場・下場、断面

○　挿図の縮尺は次の通りとする。

遣物・遺構分布図……………1／1000～1／1200　　　土層断面図……………1／40

遺構実測図……………1／30～1／40　　　　　　　　石器実測図……………1／2、1／3

土器実測図……………1／3

※　以上を基本とするが、これ以外のものもある。

○　石器観察表の計測値は、次項の計測方法に拠った。単位は、cm、gである。

・　石器実測図の中の記号、表示は次項のものを示す。



石器の節理面は1点鎖線で表示した。微細剥離の認められる部分は、1＿ノでその範囲を示した。微細剥
離の観察は肉眼により行った。

【石器の計測方法】

a＝長さ

b＝幅

C＝厚さ

凰
肌
矧
嘲
闇

威
儀
⊂〉　C b

O　東九州自動車道（都農～西都間）建設に伴う発掘調査の地層については、下記の統一呼称を用いる。

M：宮崎平野を意味する識別記号

ML：ローム層

MB：黒色土帯
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第I章　はじめに

－1－

第1節　調査に至る経緯

東九州自動車道（都農～西都間）は平成9年12月

に施行命令が出され、それに伴い平成10年度に県教

育委員会が路線上の分布調査を行ったところ、計79

箇所に及ぶ遺跡の存在が推定された。そこで、県教

育委員会では、平成11年度から日本道路公団の委託

を受け、東九州自動車道（都農～西都間）の建設工

事に伴う埋蔵文化財の発掘調査を実施することになっ

た。

平成13年度は平成13年4月1日付けで、同公団九

州支社と宮崎県文化課の間で契約が締結され、平成

14年2月6日から3月8日にかけて一次確認調査を

実施した。その結果を受けて、平成14年5月8日よ

り8月29日までの期間、2，000nfを対象として、宮

崎県埋蔵文化財センターが唐木戸第1遺跡の一次調

査を実施することになった。

地権者の用地引き渡しの関係により、二次確認調

査を平成15年1月10日から2月24日にかけて実施し

た。その結果を踏まえて平成15年5月7日より9月

5日までの期間、5，500nfを対象として宮崎県埋蔵

文化財センターが唐木戸第1遺跡の二次調査を実施

することになった。

一次では旧石器時代・縄文時代早期、二次では旧

石器時代・縄文時代早期・K－Ah降灰以後の調査を実

施した。

第2節　調査の組織

唐木戸第1遺跡の調査組織は下記の通りである。

発掘調査・整理

宮崎県埋蔵文化財センター

所長　　　　　　　　　米良　弘康（平成14・15年度）

宮園　淳一（平成16年度）

副所長兼総務課長　　　大薗　和博（平成14～16年度）

副所長兼調査第二課長　岩永　哲夫（平成14～16年度）

総務係長　　　　　　　野達　文博（平成14年度）

主幹兼総務係長

調査第一課長

調査第一課長

調査第一係長

主幹兼調査第二係長

主査（調査・報告担当）

主査（調査担当）

調査員（調査担当）

石川　恵史（平成15・1時度）

児玉　章則（平成14・15年度）

高山　富雄（平成16年度）

谷口　武範（平成14～1時度）

長津　宗重（平成14～16年度）

横田　通久（平成14・15年度）

倉薗　靖浩（平成15年度）

可児　直典（平成14年度）

（現石川県鳳至郡能登町教育委員会）

調査員（調査担当）　　高木　祐志（平成15年度）

調査指導 小畑　弘己（熊本大学）

泉　　拓良（奈良大学）

本田　道輝（鹿児島大学）

田崎　博之（愛媛大学）

柳沢　一男（宮崎大学）

広瀬　和雄（奈良女子大学）

岡田　康博（文化庁）

加藤　真二（文化庁）

禰宜田佳男（文化庁）



第Ⅱ章　遺跡の環境

－2－

唐木戸第1遺跡の位置する高鍋町は、宮崎平野の

北側に位置し、日向海岸の中央部に位置する。町の

北西から南東方向に流れ出る小丸川の河口は海抜5

～6mの沖積平野を形成し、現在の市街地となって

いる。町の西方は茶日原台地、牛牧原台地、北方は

川南原台地、南方は水谷原台地と、周囲を洪積台地

に囲まれている。これらの台地上は、緩やかな起伏

をもつ平地が広がり畑地と集落が展開する。

唐木戸第1遺跡は、牛牧原台地上の北部縁辺から

内部へ約500m付近、児湯郡高鍋町大字上江字北唐

木戸に位置する。本遺跡の所在する牛牧原台地は高

鍋町を含む宮崎平野中北部の段丘群中の三財原面に

相当する。三財原面は、標高80～90mで上位面の茶

日原面とは海浸食で境をなす（第1図）。

高鍋町には、新世代第四紀更新世に形成された河

岸・海岸段丘が広がる。これらの段丘は現在複雑に

開析されており、いくつもの谷や低地が入りこむ地

形である。こうした段丘地帯は、日向最初の生活基

地であったといえ、旧石器時代から人々の生活の場

となっており、多くの遺跡が点在する。

本遺跡名の「唐木戸」は、県道杉安・高鍋線（中

尾橋付近）に沿う字名である。木戸は棚戸、城戸と

も書き「門」の意味をもつ。昔は、中尾橋を渡った

所からが市之山牧場で、牧場の木戸がこの辺りにあっ

たのではないかという地元の伝承がある。また、

『高鍋藩史話』では、高鍋町大字上江にカラケド

（韓街道）という地名がある1と述べている。児湯郡

には韓家郷があり、『日向国史』によると川南町に

ある唐瀬・唐瀬原の地名は、この韓家の転靴ではな

いかと述べてある2ことからも、韓街道も韓家の転

靴の可能性があると考えられる。

本書で報告する唐木戸第1遺跡における今回の調

査においては、旧石器時代、縄文時代早期、中世の

遺構・遣物が検出されているので、遺跡周辺の遺跡

分布状況について概観したい。

旧石器時代では、同町内に北牛牧第1遺跡、持田

中尾遺跡等がある。出土遣物として、北牛牧第1遣

跡3では尖頭器、スクレイパー、ナイフ形石器、雲

雀山遺跡ではナイフ形石器、尖頭器、細石刃、持田

中尾遺跡では円形掻器、尖頭器、ナイフ形石器が確

認されている。ナイフ形石器においては、持田中尾

遺跡のみ横長剥片を素材とし、瀬戸内技法との関係

をうかがわせる。他の遺跡においては、縦長剥片を

素材としている。4

縄文時代早期では、同町内に押型文土器が出土し

た妻道南遺跡、塞ノ神式土器が出土した水谷原遺跡、

手向山式土器が出土した耳裁遺跡等がある。他に集

石遺構が検出された大戸ノロ遺跡、撚糸文系の寒ノ

神式土器と押型文土器が出土した持田中尾遺跡があ

る。5

東九州自動車道に係わる周辺の調査遺跡としては、

北牛牧第5遺跡、唐木戸第2・3・4遺跡がある。

北牛牧第5遺跡6では、縄文時代早期の平柿式の壷

形土器、石鉄や異形石器、旧石器時代のナイフ形石

器、剥片尖頭器、スクレイパー等が出土している。

唐木戸第3遺跡では、縄文時代早期の細石刃・石鉄、

旧石器時代のナイフ形石器、角錘状石器、スクレイ

パーが出土している。唐木戸第4遺跡では、縄文時

代早期の石錬、旧石器時代の角錐状石器が出土して

いる。谷を挟んで西隣に位置する唐木戸第2遺跡で

は、中世の竪穴状遺構、掘立柱建物、溝等の遺構、

さらには溝の埋土から土師器片が確認されている。

註

1　安田　尚義　「序編　中古時代第3話」『高鍋藩史

話』　高鍋町1968

2　喜田　貞吉・日高　重孝　「Ⅲ編　中古史第I章」

『日向国史上』1929

3　高鍋町教育委員会「高鍋町文化財調査報告書第7集」

『中尾・牛牧地区遺跡』1995

4　高鍋町教育委員会「高鍋町文化財調査報告書第4集」

高鍋町遺跡詳細分布1989

5　註4

6　宮崎県埋蔵文化財センター　「発掘調査報告書第80

集」　『北牛牧第5遺跡』　2003



段丘模式図　　凡例

障〕圭′」　新田原面

三財原面

茶日原面

先茶日原面

「冨‥・．十・一〕つ　段丘斜面・丘陵地

※「大戸ノロ第2遺跡」『高鍋町文化財発掘調査報告書第7集』所収を一部改変

田

第1図　段丘生成模式図及び段丘分布図
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1 唐木戸第 1 遺跡 2　 耳裁遺跡 3 持田中尾遺跡 4 北牛牧第 1 遺跡

5 北牛牧第 5 遺跡 6　 唐木戸第 2 遺跡 7 唐木戸第 3 遺跡 8 唐木戸第 4 遺跡

9 妻道南遺跡 10　水谷原遺跡 11 大戸ノロ第 2 遺跡 12 雲雀山遺跡

第2図　周辺遺跡分布図
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第1節　確認調査の概要

第Ⅲ章　調査の経過

一次確認調査では、調査対象面積5，030I茸に対し

て20カ所のトレンチ（457I撼）を入れた。調査区の

東側において、鬼界アカホヤ（K－Ah）の一部残存を

確認したため、K－Ahから姶良Tn（AT）上面までの

調査を行うことになった。また調査区の西側ではK－

Ahが全域に渡って、良好に堆積していたが、K－Ah下

のMBO（黒褐色ローム）より下位の層においては、

砂礫、礫が混在し、調査区東側の土層の様相とはか

なり異なっていた。調査の結果、調査区の東側を中

心に土坑、剥片、散磯が確認されたことから、調査

区の東側一部と西側約1／2を除いて一次本調査を

実施することになった。一次確認調査は、平成14年

2月6日に着手し、平成14年3月8日に終了した。

二次確認調査では、調査対象面積13，400I茸に対し

仁一

て31カ所のトレンチ（400I迂）を入れた。調査区の

東側の旧地形は、丘陵斜面とその斜面から下った低

湿地と考えられ、地表下約0．7mの掘削で湧水が見

られた。自然流路を検出したものの遺物の確認はで

きなかった。

西側は土層の堆積状態が良好で、約1／3（約1，5

00I迂）にK－Ahが残存し、多数のピットと土坑を確認

した。K－Ahの残存しない残り約2／3では、耕作土

下のMBO（黒褐色ローム）上位～MLl（暗褐色

ローム）中位まで削平を受けていた。各トレンチ掘

削の結果、MLl（暗褐色ローム）では、縄文土器

（早期）の小片と焼け石を、Kr－Kbを含む褐色ローム

では、細石刃核、剥片を確認した。その結果、調査

区の東側約1／2（低湿地）を除いて二次本調査を

実施することになった。二次確認調査は、平成15年

1月10日に着手し、平成15年2月24日に終了した。

第3図　確認調査トレンチ配置図
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第2節　発掘調査の方法

一次調査対象地は面積2，000I茸、二次調査対象地

は面積5，500I茸の計7，500I茸である。二次調査の中央

部が丘陵の最も高い所であり、そこから両側にゆる

やかな下りの傾斜が見られる。障害物がないため区

画を設けることなく、全体を一括して調査すること

にした。グリッドは、国土座標に合わせて10mのグ

リッドを東西方向に西からA～0、南北方向を南か

ら1～14に区分して設定し（第5図）、さらにそれ

を4等分した小グリッドに基づいて調査を行った。

確認調査の結果を踏まえて、一次調査が縄文時代

早期、旧石器時代、二次調査がK－Ah降灰以後、縄文

時代早期、旧石器時代の調査となった。

調査の結果については、日誌抄をもってかえる。

平成13年度　確認調査

02月6日～3月8日

表土剥ぎ、トレンチ設定、（Tl～T42）トレンチ掘

り下げ、遣物取り上げ、土層断面実測、写真撮影、

埋め戻し

平成14年度本調査

05月7日～5月30日

器材搬入、事務所等設置　表土剥ぎ

B－3，B－4，C－4，D－3，E－4，E－5，F－3，F－4，G－3

区の1／4グリッドのⅣ層を掘り下げる。

東壁、南壁土層断面のためのトレンチ掘り

Ⅳ層上面コンター図作成

06月3日～6月27日

調査区残り全面のⅣ層を掘り下げる。

遺物取り上げ、東壁、南壁土層断面実測

B－5，C－5，D－3，D－5，D－6，E－2，E－3，E－4，F－3，

F－4，G－3区の1／4グリッドのⅤ層を掘り下げる。

SCl・2検出状況写真撮影、掘り下げ

07月1日～7月30日

C－5，D－4，D－5，D－6，E－3，E－4，E－5，F－2，F－3，

卜4，G－3区の1／4グリッドのⅥ層を掘り下げる。

遺物取り上げ

SC3・4・5検出状況写真撮影、掘り下げ

ラジコンヘリによる空中写真撮影

遺構検出のため重機によるVa層掘削
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礫群検出状況写真撮影、実測

08月2日～8月29日

現地説明会（8月9日）参加者20名

SC2・3・5の完掘、写真撮影、実測、Ⅷ層

確認のためのトレンチ掘り

事務所後片付け、プレハブ撤去、埋め戻し

平成14年度　確認調査

○平成15年1月10日～2月24日

表土剥ぎ、トレンチ設定、（1T～37T）トレンチ

掘り下げ、遣物取り上げ、土層断面実測、写真撮影、

埋め戻し

平成15年度本調査

05月6日～5月29日

器材搬入、事務所等設置　表土剥ぎ

排土置き場から、隣接する芝畑への土砂流出

II層（K－Ah）上面の遺構（SBl，SEl，SB

2、SC6）検出状況写真撮影、掘り下げ、実測、

遺物取り上げ

ラジコンヘリによる空中写真撮影

Ⅳ層上面の遺構検出状況写真撮影、掘り下げ、実

測、遺物取り上げ

東壁、南壁土層断面のためのトレンチ掘り

I－10，J－8，J－9，J－11，K－8，K－10，K－11，L－8，L－10，

L－11，L－12，M－10，N－9区の1／4グリッドのⅣ層を

掘り下げる。

06月2日～6月27日

重機によるⅡ，Ⅲ層掘削（Ⅳ層上面全面まで）

Ⅳ層上面遺構（SE2，SGl，SB3・4）の

検出状況写真撮影、掘り下げ、実測、遺物取り上げ

東壁、南壁土層断面実測

E－7，F－7，H－9，I－8，I－9，I－10，J－7，J－8，J－9，

J－11，K－7，K－8，K－10，K－11，L－8，L－9，L－10，L－11，L－

12，M－8，M－9，M－10，M－11，N－9，N－10区の1／4グリッ

ドのⅣ層を掘り下げる。

Ⅳ層下面で検出した遺構（SI2・3・4）の写真撮影

重機によるⅣ層掘削（Ⅴ層上面全面まで）

07月1日～7月30日

Vb層掘り下げ中の遺構（SC6，SC7）の検

出状況写真撮影、実測

Vb層中位で検出した遺構（SIl）の写真撮影、



実測、取り上げ

東壁、南壁土層断面の実測

F－6，H－5，H－9，I－7，I－9，J－6，Jr7，Jr8，J－9，

J－10，K－7，K－9，K－10，K－11，L－9，L－10，L－11，M－9，M－

10区の1／4グリッドのⅤ、Ⅵ層を掘り下げる。

G－8，Ir8，J－9，J－10，K－9，K－10，K－11，L－8，L－9，

L－10，L－11，L－12，M－9，M－11の1／4グリッドのⅤ層

を掘り下げる。

遺構検出のため重機によるVa層掘削（Vb層上

面全面まで）

Vb層上面で検出した遺構（SC2，SC8，S

C9，SClO，SCll，SC12）の検出状況写真撮

影、掘り下げ

08月1日～8月28日

SC2，SC8，SC9，SClO，SCllの実測

F－6，G－6，Gr8，Hr5，Hr6，Hr8，I－8区の1／4

グリッドのⅧ層を掘り下げる。

G－6，H－5，H－8，I－6の1／4グリッドのVb層

を掘り下げる。

09月1日′～9月5日

埋め戻し及び調査事務所等の撤収

第3節　整理作業及び報告書作成

一次調査は、遣物の出土量が極めて少なかったた

めに、調査員が発掘現場での水洗い、注記、石器の

接合、基本的な計測、記載を行った。その後、県埋

蔵文化財センターに持ち帰り、調査員での遺物実測、

トレースの運びとなった。

二次調査も遺物の出土量が少なかったため、一次

調査同様、調査員が発掘現場での水洗い、注記、石

器の一次接合を行った。その後、県埋蔵文化財セン

ターに持ち帰り、整理作業員による二次接合、実測、

トレースを行った。整理作業にあたっては、調査員

の方で遺跡の全体図を見せながら、包含層の状況、

遺構の時期や位置関係、遺物の取り上げ状況等、調

査の概要について、整理作業員に説明を行った。調

査員は、遣物整理作業と並行しながら報告書執筆を

行った。

（現地説明会）
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第4図　周辺地形及び調査区
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第Ⅳ章　調査の記録

第1節　調査の概要

本調査を実施した結果、一次調査では、主として

旧石器時代～縄文時代早期までの遺構・遣物を確認

した。二次調査では、旧石器・縄文時代早期・中世

の遺構・遣物を確認し、下記のような成果を得るこ

とができた。

時　 代 遺　 構 遣　 物

次

調

査

旧石器 礫群 （1 基） 石核

ナイ フ形石器

角錐状石器

剥片

縄文 時代 石器 ブロ ック 石鉄

早期 （1 箇所） スク レイパー

土坑 （4 基） 石核

※内 3 基 は陥 し

穴

剥片

次

調

査

旧石器 石器 ブロ ック

ナイ フ形石器

角錘状石器

（1 箇所） 石核

スク レイパー

敲石

礫器

剥片

原石

砕片

縄文時代 集石遺構 3 基

塞 ノ神式土器

貝殻条痕文系土器

早期 土坑 8 基 細石刃

※ 内 7 基 は陥 し 細石刃核

穴 スク レイパー

剥片

砕片

中世． 掘立柱建物 2 棟 須恵器 （片 口鉢）

溝状遺構 2 条 土師器 （小皿片）

道路状遺構 1 条 土師器 （襲）

－9－

第2節　基本層序

1　堆積状況

一次調査区内の各層の残存状況は、比較的良好で

あったが、K－Ahは北東部の一部にしか堆積していな

かった。また、調査区の南西部約170nfはMLl

（Ⅳ層暗褐色ローム）まで削平を受けており、Kr－Kb

層からの堆積であった。調査区の南側壁面（北東～

南西）の土層では、基本層序にない異質な層が一部

確認されたため、間層として位置付けることにした。

また、姶良Tn（AT）から下位の層においては、南

西端で急な傾斜が見られた。特に、ATでは水成堆

積、間層2a、2bが見られることから、本遺跡の

南西部に谷地形が形成されていたことがうかがえる。

二次調査区内においても各層の残存状況は良好で

あったが、調査区全般において、耕作及び盛り土の

ための削平を受けていた。そのため、中央部はⅣ層

（暗褐色ローム）上面まで、西側がⅡ層（K－Ah）上面

まで、東側がⅢ層（黒褐色ローム）中央部までの削

平を受けていた。

一次調査で確認されたK－Ahの一部は、二次調査区

内の西側約1，500nfに残存していた。一次調査で確

認された間層1a、間層1b、間層1C、間層2a、

間層2bは、二次調査では確認されなかった。確認

した層序は、第6図の基本土層図に集約される。包

含層はⅡ層が中世、Ⅳ層が縄文早期、Va層、Vb

層、Ⅵ層が旧石器時代に相当する。

基本層序は以下に示す通りである。

第I層：表土（耕作土）

第Ⅱ層：鬼界アカホヤ（K－Ah）

黄橙色の火山ガラスを多量に含む。

一部、上層に二次堆積が混在する。

第Ⅲ層：黒褐色ローム（MBO）

小白斑を含んでおり、しまって固い。

第Ⅳ層：暗褐色ローム（MLl）

斑点状のシミが見られ、しまって固い。



第Va層：褐色ローム（Kr－Kb）

粘性があり、小林軽石を含む黒褐色ブロッ

クがわずかに見られる。

第Vb層：褐色ローム（Kr－Kb）

粘性があり柔らかく、小林軽石を多量に

含む暗褐色の固いブロックを密に含む。

間層1a：10YR3／1　黒褐色土

粘性、しまりともなく、赤色、黄色のス

コリア、小林軽石を多量に含む。

間層1b：10YR3／3　暗褐色土

粘性、しまりともなく、小林軽石を若干

含む。

間層1C：2．5YR3／1黒褐色土

粘性、しまりともない。多量の小林軽石

を含み、若干のATを含む。

第Ⅵ層：暗褐色ローム（MBl）

やや柔らかく粘性を帯びている。径1mm

の橙色パミスをまばらに含む。

第Ⅶ層：姶良Tn（AT）

上部では、黄色の細粒が密に堆積してお

り、粘性を帯びている。下部では白色の

細粒が密に堆積している箇所や一部水成

堆積を示す部分も見られる。

第Ⅷ層：暗褐色ローム（MB2・3）

白色の鉱物粒を多く含む。クラックが発

達し、固くしまっている。

間層2a：7．5YR　褐色土

弱粘質でややしまりあり。

間層2b：7．5YR　褐色土

弱粘質で、あまりしまりなし。砂礫を多

量に含む。

第Ⅸ層：赤褐色ローム

赤褐色のスコリアを含む。

第Ⅹ層：霧島イワオコシ（Kr－Iw）

黄褐色パミスを含み、降下軽石を主体と

する。

第ⅩI層：明黄褐色ローム

粘土質

東壁　（第7図A～C）

I　層　 表土

Ⅱ　 層　 鬼界アカホヤ （K－Ah）

Ⅲ　 層　 黒褐色ローム （M B O ）

Ⅳ　 層　 暗褐色ローム （M L l ）

V a層　 褐色ローム　 （Kr－Kb）

V b 層　 褐色ローム　 （Kr－Kb）

Ⅵ　 層　 暗褐色土　　 （M B l ）

Ⅶ　 層　 姶良Tn　　　 （A T ）

Ⅷ　 層　 暗褐色ローム （M B 2，3）

Ⅸ　 層　 赤褐色ローム （M L 3 ）

Ⅹ　 層　 霧島イワオコシ（Kr－Iw）

ⅩI 層　 明黄褐色ローム（M L 4 ）

南壁　（第7図D～G）

I　 層　 表土

Ⅱ　 層 （K－Ah）

Ⅲ　 層 （M B O ）

Ⅳ　 層 （M L l ）

V a 層 （Kr－Kb）

V b 層 （Kr－Kb）

間層 1

Ⅵ　 層 （M B l ）

Ⅶ　 層 （A T ）

Ⅷ　 層 （M B 2，3）

間層 2

Ⅸ　 層 （M L 3 ）

Ⅹ　 層 （Kr－Iw）

ⅩI 層 （M L 4 ）

【植物珪酸体分析試料】

【第6図　基本土層図】

2　各層における植生と環境の復元

（1）自然科学分析

本遺跡においては、前述した基本土層をもとに、

旧石器時代から縄文時代にかけて当時の植生と環境

を推定するために、調査区の南壁AT直下のⅧ層

（試料10）からK－Ah層準のⅡ層（試料1）までの各

層について自然科学分析（植物珪酸体分析）を古環

境研究所に委託した。この分析結果については、各

層ごとの植生と環境を知る上で重要であるので、こ

の章で部分的に抜粋することにする。

Ⅷ層（試料10）ではキビ族型、ヨシ属、ウシクサ

族A、メダケ節型、ネザサ節型、ミヤコザサ節型な

どが検出されたが、いずれも少量である。AT層の

－10－



Ⅶ層（試料9）では、植物珪酸体がほとんど検出さ

れなかった。AT直上のⅥ層（試料8）は、ミヤコ

ザサ節型が比較的多く検出され、キビ族型、ススキ

属型、ウシクサ族A、ネザサ節型なども検出された。

Vb層（試料7）では、ミヤコザサ節型が増加傾向

を示しており、メダケ節型も出現している。Va層

（試料6）では、ミヤコザサ節型がさらに増加して

おり、ヨシ属やクマザサ属型も出現している。Ⅳ層

（試料4、5）ではクマザサ属型が増加しており、

同層上部ではネザサ節型も増加傾向を示している。

鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah）直下のⅢ層（試料2、

3）では、メダケ節型やネザサ節型が大幅に増加し

ており、ミヤコザサ節型は減少している。K－Ah層の

Ⅱ層（試料1）では、各分類群とも大幅に減少して

いる。おもな分類群の推定生産量によると、Ⅷ層で

はヨシ属、Ⅵ層～Va層ではミヤコザサ節型、Ⅳ層

ではクマザサ属型やミヤコザサ節型、Ⅲ層ではメダ

ケ節型やネザサ節型が優勢となっていることが分か

る。

以上の結果を踏まえ、本遺跡の植生と環境につい

て次項で推定することにする。

（2）推定される当時の植生と環境

本遺跡の推定される植生と環境を、東に隣接する

北牛牧第5遺跡と西に隣接する唐木戸第3遺跡の自

然科学分析の結果と比較しながら、以下にまとめる。

まず、本遺跡と北牛牧第5遺跡と唐木戸第3遺跡

の地形的な環境について述べたい。北牛牧第5遺跡

は本遺跡の北東約0．4kmに位置し、その間に谷を挟

む。土層の状況は本遺跡と酷似している。唐木戸第

3遺跡は、本遺跡の南西約0．2kmに位置し、北牛牧

第5遺跡同様、間に谷を挟み土層も酷似している。

本遺跡の姶良Tn（AT）直下のⅧ層（暗褐色ロー

ム）の堆積当時、本遺跡はヨシ属など認められてい

るが、唐木戸第3遺跡ではヨシ属が認められていな

い、つまり、台地上に位置する本遺跡は、旧河道な

どによって、湿地化していたとものと考えられる。

南壁の西側土層断面の間層1A～間層1C（第7図

ポイントG）の土層の急激な落ち込みが、このこと

を物語っている。

姶良Tn直上のⅥ層（暗褐色ローム）、Ⅴ層（褐色

ローム　Kr－Kb層準）の堆積当時はクマザサ属など

のササ類を主体としたイネ科植生が成立していたと

推定される。クマザサ属のうち、ミヤコザサ節は、

太平洋側の積雪の少ない比較的乾燥したところに分

布することから、当時は積雪の少ない比較的寒冷で

乾燥した環境であったと考えられる。この環境は北

牛牧第5遺跡、さらには、唐木戸第3遺跡でも同様

であったと言える。しかし、本遺跡のVa層の時期

では、ヨシ属などが生育する湿地的な部分も見られ

るようになったと推定される。

Kr－Kb層準上位より上位のⅣ層（暗褐色ローム）

では、クマザサ属などのササ類を主体としたイネ科

植生がミヤコザサ節からチシマザサ節・チマキサザ

節に移行したと推定される。このことから、Ⅳ層

（暗褐色ローム）の時期には、晩氷期以降における

気候温暖化による積雪量（降水量）が相対的に増加

した可能性が示唆される。このような環境は、北牛

牧第5遺跡、唐木戸第3遺跡においても同様の環境

であったと考えられる。

鬼界アカホヤ（K－Ak）直下のⅢ層（黒褐色ローム）

時は、メダケ属を主体としてススキ属やチガヤ属な

ども見られる草原植生に移行したと推定されるが、

このような植生変化は後氷期における気候温暖化に

対応したためと考えられる。北牛牧第5遺跡におい

ても同様で、メダケ属を主体として、キビ族やウシ

クサ族、ササ類などの見られる草原的な環境で、部

分的にヨシ属などが育成する湿地的なところも見ら

れたと推定される。唐木戸第3遺跡では、メダケ属

を主体としてはいるものの、キビ族、ウシクサ族、

ササ類などの見られるイネ科植生であったと考えら

れ、周辺では何らかの樹木も見られたと推定される。

以上のような植生と環境が推定されるが、詳細は

「第7表　植物珪酸体検出密度」「第8表　植物珪酸

体検出状況対比表」及び「第Ⅴ章　自然科学分析」

を参照されたい。
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第3節　旧石器時代の遺構と遣物

1　旧石器時代の遺構

旧石器時代の遺構は、基本土層のVb層中位で、

石器ブロック1箇所、礫群1基を検出した。

本遺跡における石器ブロックの認定条件として、

石器が密に出土し、その周辺は石器の出土が疎であ

ること、石器間接合が見られる場合とした。いわば

相対的に石器が集中している場合と考える。本遺跡

においては、石器の出土量が疎であるために比較的

－96250

84．0m

83．0m

82．0m

81．0m

その判断は容易であった。

また、礫群についても石器ブロックと同様で、拳

大以上の礫が密に出土し、礫間の接合があり、被熱

の影響を受けていること、さらに、その周囲に礫が

出土しない場合を礫の有機的な集合と判断し、礫群

としてとらえることにした。礫の出土状況も極めて

疎であったために、礫群の抽出も比較的容易であっ

た。

器種

●原石
★スクレイパー
口角毒垂4犬石器
→ナイフ形石器
◆石核
▼剥片
△砕片
◆礫器
×敲石
○礫

，　　　亨▼

▼ぜ

◎　　　　　　　lO　　　　　　　　▼

l看官

■

■
■

． 車ご 。1品

■

li
t

○

（少

品 （⊃

0　　　 0

■。 トご手 ：（チ。幽 l蒜 聖 。 轟

1　　　　　　　　　　　　　　 0　　 0 1

庄栂　 ×

l．へ，密 ・範 O「1
■

〇

一　 l■　 －　 i

一　 一⊥ －■ 一丁’

I　 －1 1 －　 l　 － 】　 －　 1　 －　 l　 －　 l　 －　 1　 － 】　 －　 i　 －

44850　　　　　　　　　　　　　　　44900　　　　　　　　　　　　　　　44950

第8図　旧石器時代遺構⊥遺物分布図
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2　Ⅵ層の遣物　　　　　　　　　　　　　　　　　丘陵鞍部が中心になる。各器種の主な石材は、剥片

Ⅵ層（MBl）では、ナイフ形石器3点、角錐状　　　が頁岩・ホルンフェルス、ナイフ形石器が頁岩・ホ

石器2点、剥片11点、石核1点が出土した。出土点　　　ルンフェルス、角錐状石器が頁岩・流紋岩、石核が

数はⅥ層が最も少ない。出土範囲は、調査区中央の　　　黒曜石である。
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剥片

ナイフ形石器

角錐4犬石器

石核

園頁石　田珪質頁岩　国ホルンフエルス　囚流紋岩　□泥岩

第9図　Ⅵ層遺物分布状況

－14－



ナイフ形石器（第23図）

34は、縦長剥片を素材とし一側両縁辺に刃潰し加

工が施されている。刃部先端と中央より基部にかけ

て破損している。

35は、縦長剥片を素材とし、一側線に刃潰し加工

が施されている。基部から刃部先端までの加工が認

められる。

36は、縦長剥片を素材とし、二側線に刃潰し加工

が施されている。僅かに基部加工がなされている。

角錐状石器（第23園）

37は、ほぼ左右対象の紡錘形を呈し、三面加工が

施されている。主要剥離面からの細かな調整が見ら

れる。

38は、両側縁に大ぶりな挟入状の加工が施され、

主要剥離面を残している。

剥片（第23図～第24図）

39は珪質頁岩、40～43はホルンフェルス、44は泥

岩、45～46は頁岩を石材とする剥片である。39、41

は不定形、他は縦長剥片である。40、42、43は二次

A B C D E F G H I

加工が施されている。

40は、表面の左側縁に裏面からの調整加工が施さ

れている。

42は、表面に調整加工が施されている。

46は、表面に自然面を残した不定形剥片で、打面

除去後、両側縁に調整加工が施されている。

3　Vb層の遺構と遣物

Vb層（Kr－Kbを密に含む褐色ローム）では、石

器ブロック1箇所と礫群1基を検出した。遺物はナ

イフ形石器2点、角錐状石器1点、スクレイパー3

点、石核4点、剥片64点、砕片10点が出土した。Ⅵ

層に比べ出土範囲は調査区の全体へと広がるが、製

品自体は数点で、その出土状況は散漫であるといえ

る。なかでも、丘陵の緩斜面では主たる石器が出土

した。各器種の主な石材は、角錐状石器がホルンフェ

ルス、ナイフ形石器が頁岩・珪質頁岩、スクレイパー

がホルンフェルス、石核がホルンフェルス、剥片が

ホルンフェルス・頁岩である。
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第10園　Vb層遺物分布状況（1）
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第11図　Vb層遺物分布状況（2）

ナイフ型石器

SIl（第12図）

調査区南の中央、E－2～E－3グリッドに位置

し、長径2．4m、短径2mの範囲に礫54点、石器2

点、計56点がVb層中位で検出した。SIlは、多

くの礫が拳大前後の大きさで、掘り込みや炭化物に

ついての確認はできなかった。さらに、2個の礫接

合が7組、5個の礫接合が1組見られる。礫群に伴っ

て出土した遣物としては、角錐状石器（第24図49）

1点と剥片（第26図59）1点であったが、ともに風

化が激しく、剥離状況をとらえにくい。

SIlの状況については、次の観点より観察・分

析を行った。礫の石材、赤化度、完形度、礫形、重

量の5観点である。磯観察表（第1表）の赤化度は

（3　礫表面の80％以上の赤化、2　礫表面の40％

以上80％未満の赤化、1磯表面の40％未満の赤化、

0　礫表面が全く赤化していない）の4段階、完形

度は（A　原形の90％以上を保っている、B　原形

の40％以上90％未満を保っている、C　原形の40％

未満を保っている）の3段階、礫形は礫が（a　円

状、b　破砕礫、C　角状）の3段階、重量は

（③　400g以上、②　200g以上400g未満、①　200g

未満の3段階）である。

これらの観点から分析した結果、SIlにおける

礫の石材は、砂岩が約50％、尾鈴山酸性岩が約40％、

ホルンフェルスが約10％であった。赤化度は礫全体

の約70％が赤化しており、赤化の程度（3、2、1）

の割合は、どの段階も約20％～約30％で、さほど変

わらない。完形度からは、礫全体の約75％が原形を

保っておらず、破砕していることが分かる。礫形か

らは完形を保っている礫が、円状と角状でともに約

18％で構成されていることが分かる。重量は、200

g未満のものが圧倒的に多く約55％を占め、200g

以上400g未満のものが約30％を占め、500g以上の

ものは約15％と少ない。このことは、完形の礫が少

ないという結果より容易に推察できる。これらの観

点別の結果については、さらに石材ごとに分類しま

とめてみた。

石材の割合は砂岩、尾鈴山酸性岩、ホルンフェル

スという順であったが、その結果が、観点別石材分

類に、そのまま反映しているといえる。その中で、

違った傾向にあったものだけここでは述べる。

①　重量200g以上400g未満において、尾鈴山酸性

岩の占める割合が大きい。

②　礫形、破砕した礫において、ホルンフェルスの

占める割合が非常に少ない。

③　完形度90％以上において、尾鈴山酸性岩の占め

る割合が大きい。

④　赤化度0％において、ホルンフェルスの占める

割合が大きい。

石器ブロック1（第15図）

調査区北東部のK－13グリッド付近に位置し、長

径3m、短径1mの範囲に石器52点、礫31点が集中

して出土した。その組成は、剥片40点、石核3点、

スクレイパー2点、砕片7点である。石材はほとん

どがホルンフェルスで、他に頁岩が若干ある。

石器ブロック内における接合資料は2例（接合資

料1，接合資料2）あり、接合数は接合資料1が26点、

接合資料2が10点である。器種は大半が剥片、砕片
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で、製品等はほとんどない。

接合資料1（第17図～第19園）

母岩は、長軸13cmを越える大きめの亜円礫で、礫

面が暗オリーブ灰色（2．5GY4／1）で若干の風化

現象が見受けられる。接合は石器ブロック内の石器

のみで石器ブロック外への広がりはなかった。剥片

剥離作業の工程は以下のように考えられる。

礫端部から1を剥離し打面作出を行い、（砕片2

剥離）3の不定形剥片を剥離し、作業面調整を行う。

この段階で、砕片4・5が剥離する。順次、6→7

の順で縦長剥片を剥離する。その後、主要剥離面を

反転させ、不定形剥片8→9と剥離を進行させてい

る。次に打面を180度転移させ、礫端部10を剥離し、

打面を形成する。引き続き、11→12→13と縦長及び

横長剥片を剥離している。ここで、再度主要剥離面

を反転させ、16の素材剥片を剥離し（砕片14剥離）、

打面形成後、17→18→19→20の順で縦長剥片及び横

長剥片を剥離する。残った石核から22を素材剥片と

して剥離し、スクレイパーとして加工している。残っ

た23が残核となる。

接合資料2（第20図～第22園）

母岩は、長軸約18cmの大きめの棒状の礫で、礫面

はオリーブ灰色（10Y6／2）で接合資料1より風

化の程度が進んでいる。接合の広がりはブロック外

にはなく、ブロック内での接合となった。剥片剥離

作業の工程は次のように考えられる。

まず、棒状の端部から中心に向かって第1剥離（2

4）を行い、打面を形成している。24の縦長剥片を剥

離する際、砕片25、26が一緒に剥離した。次に第2

剥離（27～29）が行われた。第1剥離と同様で礫の

端部から中心に向かっての剥離で、第2剥離後27～

28の順で剥離させ29が残った。次に、打面を180度

転移させ第3剥離（30～31）を行っている。剥離作

業は、端部より礫の中心に向かって行われ、階段状

剥離の見られる横長剥片を作出している。その後、

この横長剥片から、30の縦長剥片を作出している。

最後に残った石核を分割するかのように中心から32

を剥離している。

ナイフ形石器（第24園）

47は横長剥片を素材とし、素材剥片の形状を生か

しながら両側縁の刃潰し加工を施している。刃部先

端が鋭角である。

48は縦長剥片を素材とし、一側線に刃潰し加工が

施されている。刃部は切り出し状を呈し鋭角である。

中央より基部にかけて破損している。

角錐状石器（第24図）

49は紡錘形を呈し、三面加工が施されている。裏

面に平坦剥離が見られるものの、風化が著しい。

スクレイパー（第25図）

54は背面の周囲に自然面を残し、下線から右側縁

にかけて快入状の加工を、左側縁にかけては細かな

調整加工がなされているラウンドスクレイパーであ

る。

石核（第25図）

55は打面と作業面の転移はあまり見られず、形態

的には、円礫の様相を呈する。剥離面観察からは縁

辺部の剥片剥離が一部見られる。

剥片（第24図）

50～53は、頁岩を石材とする剥片である。50，52，

53には二次加工が施されている。

50は表面の右側縁に裏面側から、裏面の右側縁に

表側からの調整加工が施されている。

52は表面にのみ調整加工が施され、一部、自然面

を残す。

53は、表面の左側縁、裏面の右側縁に調整加工が

施されている。厚みのない剥片に調整加工を施す最

中に中央より剥離し2分割された。

56，57は珪質頁岩を石材とする不定形剥片である。

58～63はホルンフェルスを素材とする。

63は、原石を板状に荒割りした石核から剥ぎとっ

た横長の剥片である。
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取 り上 げ番号 石材

赤化度 完形度 礫　 形 長　 さ 幅 厚さ 重量

備考 （接合）

3 （80 ％以上） A 9 0％以上 a 円状

（cm ） （cm ） （cm ）

③ 40 0g 以上

2 （40 ％以上 80 ％未満） B 4 0％以上 9 0％未満 b 破砕礫 ② 20 0g 以上 40 0g 未満

1 （40 ％未満） C 4 0％未満 C 角状 ① 20 0g 未満

0 （0 ％） （臣）

65 砂岩 0 B a 8 ．1 5 ．4 4 ．9 ②

66 砂岩 0 B C 8 ．8 5 ．1 3 ．5 ②

70 砂岩 1 C b 9 ．0 6．4 3 ．3 ② 7 3

72 砂岩 2 B b 5 ．4 3 ．5 1 ．1 ① 1 16

73 砂岩 1 C b 9 ．4 6．3 2 ．1 ① 7 0

77 砂岩 3 B b 10 ．8 5 ．7 2 ．8 ①

79 砂岩 1 B C 11 ．3 6．7 3 ．0 ② 8 3，84 ．8 5，89

81 砂岩 0 B C 11 ．5 5 ．5 5 ．7 ③

82 砂岩 3 B b 9 ．8 4 ．7 4 ．7 ②

83 砂岩 1 A C 12 ．1 3 ．7 3 ．8 ② 7 9，84 ．8 5，89

84 砂岩 2 B b 7 ．6 5．1 1 ．7 ① 7 9，83 ，8 5，89

85 砂岩 3 A C 7 ．0 2．8 2 ．6 ①

86 砂岩 1 B a 7 ．9 3．7 4 ．2 ①

87 砂岩 2 B b 8 ．7 4 ．9 2 ．1 ①

88 砂岩 2 A b 7 ．3 6．0 3 ．2 ① 1 12

89 砂岩 2 A b 7 ．2 2．3 2 ．5 ① 7 3，83 ，8 4．85

95 砂岩 1 B b 7 ．0 5．5 2 ．8 ① 1 13

99 砂岩 0 A a 8 ．2 5．0 3 ．1 ①

10 1 砂岩 3 C b 10 ．4 6．0 2 ．6 ①

106 砂岩 3 B a 9 ．8 8．0 2 ．7 ①

108 砂岩 3 B b 11 ．3 6．3 4 ．4 ②

109 砂岩 1 C b 3 ．2 2 ．2 1 ．1 ①

110 砂岩 2 C b 5 ．2 1．3 2 ．2 ①

112 砂岩 2 C b 5 ．7 2 ．2 2 ．0 ① 8 8
113 砂岩 0 B b 7 ．5 4 ．5 2 ．8 ① 9 5
115 砂岩 0 C b 5 ．1 2．5 1 ．8 ①

116 砂岩 2 B b 12 ．8 5 ．7 5 ．1 ③

63 尾鈴山酸性岩 3 B b 8 ．5 6．3 4 ．7 ② 6 7
67 尾鈴山酸性岩 0 A a 3 ．5 1．2 1 ．3 （D 7 1
68 尾鈴山酸性岩 0 B b 10 ．0 5 ．9 4 ．0 ②

69 尾鈴山酸性岩 0 A C 8 ．3 6．0 3 ．6 ②

7 1 尾鈴山酸性岩 0 B b 9 ．0 6．8 2 ．5 （D 6 7
7 4 尾鈴山酸性岩 3 C b 7 ．4 4 ．5 5 ．7 ②

7 6 尾鈴山酸性岩 1 A a 8 ．3 4 ．7 3 ．2 ①

7 8 尾鈴山酸性岩 1 C b 13 ．8 7 ．1 8 ．0 ③

8 0 尾鈴山酸性岩 3 A a 10 ．2 8 ．2 4 ．9 ③

9 2 尾鈴山酸性岩 2 A b 10 ．1 5 ．5 3 ．4 ①

9 3 尾鈴山酸性岩 3 A a 6 ．7 4 ．8 5 ．7 ①

9 4 尾鈴山酸性岩 2 B b 7 ．7 5 ．2 5 ．5 ②

9 7 尾鈴山酸性岩 3 B b 13 ．4 1 0．0 5 ．7 ③

1 02 尾鈴山酸性岩 1 B b 9 ．3 4 ．8 4 ．8 （か

1 03 尾鈴山酸性岩 3 B b 9 ．8 6 ．8 4 ．3 ②

1 04 尾鈴山酸性岩 3 B b 9 ．2 6 ．5 4 ．5 ②

1 05 尾鈴山酸性岩 2 B b 11 ．5 6 ．5 2 ．8 ②

1 07 尾鈴山酸性岩 1 C b 6 ．9 4 ．5 4 ．5 ①

1 14 尾鈴山酸性岩 2 C b 8．3 6 ．2 4 ．5 ②

6 4 ホル ンフエルス 0 A C 8．2 3 ．8 4 ．2 ①

7 5 ホル ンフェルス 3 A a 12 ．3 5 ．5 2．0 ①

9 0 ホル ンフェルス 0 B C 7．3 4 ．9 4 ．2 ①

9 1 ホル ンフエルス 0 A C 3．3 2 ．0 2 ．2 ① 1 11

9 6 ホル ンフエルス 0 A a 6．2 1 ．5 2 ．3 ① 10 0

9 8 ホル ンフェルス 3 B C 12 ．0 6 ．3 3 ．9 ③

10 0 ホル ンフェルス 0 B b 11 ．2 7 ．8 5 ．3 ③ 9 6

1 11 ホル ンフエルス 0 C b 7．0 2 ．7 4．9 ① 9 1

第1表　礫群観察表
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器種
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第15図　石器ブロック1分布図
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4　Va層の造物
Va層（Kr－Kbを疎に含む褐色ローム）では、敲

石1点、礫器2点、原石（黒曜石）1点、スクレイ

パー1点、剥片20点、砕片3点が出土した。調査区

の北東端付近に散漫に出土する状況であり、本遺跡

と唐木戸第2遺跡との間に入る谷に向かう下り勾配

一96350

84．0m

83．0m

82．0m

81．0m

の緩斜面では、ほとんど出土していない。

石材は、黒曜石、頁岩が主である。各器種の主な

石材は、原石は黒曜石、敲石が砂岩、礫器は頁岩と

ホルンフェルス、スクレイパーがホルンフェルス、

剥片は頁岩・黒曜石であった。
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敲石（第27図）

64は形状が厚みのある亜円礫で、礫の両端に敲打

痕が認められる。

原石（第27図）

65は鹿児島上牛鼻産黒曜石の原石で、本遺跡に持

ち込まれたものと思われる。

スクレイパー（第27図）

66は原礫から作出した素材剥片の主要剥離面から、

両側縁の剥離調整を行っている。右側縁の調整は粗

い。左側縁は作業面調整を行った後の調整剥離が見

られる。

礫器（第28図）

67は68より大きめの扁平円礫の自然面を打面にし、

二分割した後、鋭利面をもつ方を素材としている。

背面には自然面を残し、一側線から加工を施し刃

部を作り出している。

68は、大きめの扁平楕円礫の礫面端部に打面を作

出し、作業面を少しずつ変えながら剥離作業を行い

刃部を作出している。

剥片（第29図）

69～74は頁岩、75～76はホルンフェルスを石材と

する。

71は表面の左下縁辺に調整加工が施されている。

74は、裏面に自然面を残した不定形剥片の両面の

下縁辺に調整加工を施す。

70・76は、表面左側縁に微細な剥離痕が見られる。

石　 材

器　 種
チ ャー ト

ホル ン

フェルス
珪質頁岩 黒曜石 砂　 岩 泥　 岩

尾鈴 山酸

性岩
頁　 岩 流紋岩 総　 計

スク レイパー 4 4

ナイフ形石器 2 1 2 5

角 錐状石器 1 1 1 3

石　 核 4 1 5

敲　 石 1 1

礫　 器 1 1 2

原　 石 1 1

剥　 片 5 3 4 10 5 23 1 9 6

砕　 片 1 5 3 4 13

磯 68 1 3 4 2 9 5 13 7

総 計 1 138 6 14 3 5 5 2 9 37 2 26 7

第2表　　旧石器時代石器組成表
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第26図　旧石器時代石器実測図（4）
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旧石器時代接合資料

番　 号 注 記 番 号 出 土 位 置 層 器　 種 状　 況 石　 材 長 さ （c m ） 幅 （c m） 厚 さ （c m ） 重 さ （g ） Ⅹ 座 標 Y 座 標 レ ベ ル

1 3 1 9 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 ホ ル ン フ ェ ル ス 3．2 0 2．3 0 0．9 0 9 ．0 － 9 6 2 2 9．4 2 5 4 4 9 4 8．0 7 8 8 2 ．8 6 3

1 3 2 0 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 2．5 0 2．1 0 0．5 0 4 ．4 － 9 6 2 2 9．5 5 3 4 4 9 4 7．9 4 0 8 2 ．8 7 0

2 2 9 7 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 砕 片 接 合 資 料 1 1．3 0 3．0 0 0．4 0 1 ．6 － 9 6 2 2 8．9 3 8 4 4 9 4 7．4 9 1 8 2 ．8 6 8

3 3 1 8 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 ホ ル シ フ ェ ル ス 4．4 0 6．2 0 1．5 0 2 5 ．7 － 9 6 2 2 9．2 7 6 4 4 9 4 8．0 6 2 8 2 ．8 7 9

4 3 0 3 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 2．1 0 2．7 0 0 ．6 0 3 ．5 － 9 6 2 2 8．7 4 3 4 4 9 4 7．8 6 7 8 2 ．8 7 1

5 3 0 0 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 1．5 0 3．2 0 0 ．5 0 2 ．4 － 9 6 2 2 8．5 2 8 4 4 9 4 7．7 7 2 8 2 ．8 8 7

6 2 9 3 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 5．1 3 5．6 0 1．9 0 3 8 ．0 － 9 6 2 2 9．0 4 8 4 4 9 4 6．5 1 9 8 2 ．9 5 6

7 3 3 3 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 科 1 5．5 0 3．0 0 0 ．4 0 1 0 ．4 － 9 6 2 2 9．6 4 0 4 4 9 4 8．5 8 8 8 2 ．8 6 0

8 2 9 4 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 3．6 0 4．9 0 1．3 5 1 6 ．0 － 9 6 2 2 9．0 9 6 4 4 9 4 7．1 2 6 8 2 ．9 1 3

9 3 4 1 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 4．5 0 4．8 0 1．4 5 2 0 ．3 － 9 6 2 2 9．6 9 4 4 4 9 4 9．4 3 3 8 2 ．8 0 4

1 0 3 5 0 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b ス ク レ イ パ ー 接 合 資 料 1 7．7 0 5．2 0 1．7 0 5 4 ．0 － 9 6 2 2 9．2 0 1 4 4 9 4 8．9 3 5 8 2 ．8 5 3

1 1 3 3 2 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 6．5 0 4．5 0 1．4 0 4 2 ．1 － 9 6 2 2 9．4 2 2 4 4 9 4 8．7 3 6 8 2 ．8 6 5

1 1 3 6 8 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 3．2 0 2．5 0 0．9 0 7 ．0 － 9 6 2 2 9 ．1 1 6 4 4 9 5 0．0 2 6 8 2 ．7 9 4

1 2 3 4 6 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 3．3 0 5．4 0 1．0 0 1 5 ．2 － 9 6 2 2 9 ．3 9 6 4 4 9 4 9．0 7 7 8 2 ．8 1 9

1 3 3 3 1 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 3．8 0 3．2 5 0．9 0 8 ．8 － 9 6 2 2 9 ．2 7 8 4 4 9 4 8．7 5 1 8 2 ．8 9 6

1 4 3 1 3 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 1．5 5 3．4 5 0．7 0 2 ．0 － 9 6 2 2 9 ．1 1 8 4 4 9 4 8．2 5 6 8 2 ．8 5 5

1 5 3 2 8 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 1．5 0 2．6 5 0．3 0 1 ．2 － 9 6 2 2 9 ．2 4 0 4 4 9 4 8．5 5 0 8 2 ．8 3 5

1 6 2 9 9 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 8．3 0 6．8 0 3．6 0 1 6 6 ．0 － 9 6 2 2 9 ．3 0 2 4 4 9 4 7．5 5 0 8 2 ．8 6 6

1 6 3 0 6 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 4．4 0 2．5 0 2．2 0 2 8 ．1 － 9 6 2 2 8．8 6 0 4 4 9 4 7．8 8 2 8 2 ．7 7 6

1 7 3 3 0 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 5．2 8 2．9 0 1．1 0 1 1 ．2 － 9 6 2 2 9．3 0 4 4 4 9 4 8．6 7 6 8 2 ．8 7 1

1 8 3 2 9 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 4．8 2 2．4 0 0．9 0 9 ．7 － 9 6 2 2 9．3 9 2 4 4 9 4 8．5 6 3 8 2 ．8 4 7

1 9 3 2 7 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 5．8 0 2．2 5 0．9 0 8 ．9 － 9 6 2 2 9．1 9 4 4 4 9 4 8．6 0 1 8 2 ．8 6 0

2 0 3 6 5 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 2．0 0 3．5 0 0．7 0 4 ．2 － 9 6 2 2 8．9 4 8 4 4 9 4 9．5 7 8 8 2 ．8 5 8

2 1 3 0 5 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 1 2 ．4 0 4．6 0 1．1 5 9 ．8 － 9 6 2 2 8．7 9 0 4 4 9 4 8．0 0 3 8 2 ．9 8 8

2 2 3 2 4 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b ス ク レ イ パ ー 接 合 資 料 1 5 ．1 0 6．6 5 1．7 0 4 4 ．5 － 9 6 2 2 9 ．3 1 4 4 4 9 4 8．2 8 8 8 2 ．8 8 9

2 3 3 2 3 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 石 核 接 合 資 料 1 8 ．7 0 9．3 0 6．4 0 4 3 4 ．7 － 9 6 2 2 9 ．8 2 2 4 4 9 4 7．9 8 4 8 2 ．8 2 5

2 4 3 3 4 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 2 5 ．9 0 3．7 0 1．3 0 1 2 ．1 － 9 6 2 2 9 ．9 5 5 4 4 9 4 8 ．5 2 9 8 2 ．9 9 2

2 5 3 6 7 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 2 2 ．0 0 2．4 0 0．6 5 1．4 － 9 6 2 2 9 ．2 2 3 4 4 9 4 9 ．6 9 6 8 2 ．8 6 6

2 6 3 6 6 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 2 5 ．7 5 6．6 0 2．8 0 8 8 ．5 － 9 6 2 2 9 ．1 2 0 4 4 9 4 9 ．3 0 1 8 2 ．8 1 6

2 7 3 3 8 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 2 8 ．0 0 3．9 5 2．0 0 4 5 ．8 － 9 6 2 2 9 ．3 8 6 4 4 9 4 9 ．0 4 1 8 2 ．8 5 9

2 8 3 4 7 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 2 3 ．5 0 5．6 0 1．2 5 1 4 ．3 － 9 6 2 2 9 ．7 3 2 4 4 9 4 8 ．8 7 4 8 2 ．8 2 3

2 9 3 5 5 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 2 1 ．9 5 2．0 0 0．7 0 2 ．2 － 9 6 2 2 9 ．7 1 9 4 4 9 4 9 ．9 1 8 8 2 ．9 1 7

3 0 3 4 8 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 2 6 ．4 5 2．7 5 1．2 5 1 8 ．5 － 9 6 2 2 9．3 4 9 4 4 9 4 8 ．9 6 6 8 2 ．8 5 8

3 1 3 5 3 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 接 合 資 料 2 7 ．1 5 1 1．0 0 4 ．1 0 2 4 8 ．2 － 9 6 2 2 9．1 5 3 4 4 9 4 9．1 3 4 8 2 ．7 9 3

3 2 3 2 2 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 石 核 接 合 資 料 2 1 0 ．3 5 6．2 0 3．6 0 2 1 1 ．4 － 9 6 2 2 9．9 4 3 4 4 9 4 7．7 7 8 8 2 ．8 9 8

3 3 3 7 7 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 石 核 接 合 資 料 2 1 2 ．3 0 7．3 0 4 ．2 0 5 0 9 ．8 － 9 6 2 2 9．9 3 9 4 4 9 4 7．7 6 0 8 2 ．8 2 1

旧石器時代接合資料外

番　 号 注 記 番 号 出 土 位 置 層 器　 種 状　 況 石　 材 長 さ （c m ） 幅 （c m） 厚 さ （c m ） 重 さ （g ） Ⅹ 座 標 Y 座 標 レ ベ ル

3 4 5 9 D 6 a Ⅵ ナ イ フ 形 石 器 3 ．1 0 1．7 0 1．3 0 4 ．8 － 9 6 2 9 2．8 6 0 4 4 8 7 4．3 0 8 8 2 ．1 9 1

3 5 2 3 9 H 4 b Ⅵ ナ イ フ 形 石 器 8 ．0 0 2．6 0 1．1 0 1 3 ．0 － 9 6 3 0 1．8 3 4 4 4 9 1 7．9 1 5 8 2 ．3 0 5

3 6 2 6 4 I 9 a Ⅵ ナ イ フ 形 石 器 頁 岩 6 ．9 0 2．8 0 1．1 0 1 ．7 － 9 6 2 5 3．7 4 5 4 4 9 2 0．4 0 1 8 3 ．0 9 3

3 7 3 8 8 G 7 C Ⅵ 角 錘 状 石 器 流 紋 岩 6 ．4 0 1．7 0 1．4 0 1 4 ．0 － 9 6 2 8 3．8 9 9 4 4 9 0 8．8 0 7 8 2 ．6 1 9

3 8 2 7 0 L 8 b Ⅵ 角 錘 状 石 器 頁 岩 3 ．8 0 1．9 5 1．5 0 8 ．3 － 9 6 2 6 3．9 0 5 4 4 9 5 5．1 2 2 8 3 ．0 6 4

3 9 2 6 1 J 7 a Ⅵ 剥 片 珪 質 頁 岩 2 ．8 0 3．2 0 1．1 0 6 ．2 － 9 6 2 7 4．9 3 8 4 4 9 3 2．0 1 3 8 3 ．0 1 3

4 0 2 7 6 J l O c Ⅵ 剥 片 二 次 加 工 痕 有 6 ．6 0 2．3 0 1．2 0 1 1 ．8 － 9 6 2 4 6．0 1 5 4 4 9 3 7．8 7 5 8 3 ．1 5 8

4 1 3 8 9 G 7 C Ⅵ 剥 片 6 ．5 0 8．6 0 2 ．2 0 9 2 ．0 － 9 6 2 8 4 ．1 4 8 4 4 9 0 8．4 6 1 8 2 ．6 0 3

4 2 3 8 0 F 5 C Ⅵ 剥 片 二 次 加 工 痕 有 3 ．8 0 2．4 0 0 ．8 0 5 ．5 － 9 6 2 9 8．0 0 5 4 4 8 9 6．5 7 6 8 1．9 3 5

4 3 3 7 9 M 1 2 d Ⅵ 剥 片 二 次 加 工 痕 有 9 ．2 0 4．2 0 1．9 0 5 7 ．0 － 9 6 2 2 7．5 0 2 4 4 9 6 4．1 2 7 8 2 ．1 7 0

4 4 3 9 0 G 7 C Ⅵ 剥 片 泥 岩 8 ．7 8 4．7 0 1．9 8 8 1 ．7 － 9 6 2 8 4．6 1 2 4 4 9 0 7．1 9 3 8 2 ．6 1 4

4 5 2 3 8 H 4 d Ⅵ 剥 片 頁 岩 4．7 0 2．6 0 1．1 0 1 0 ．0 － 9 6 3 0 5．5 2 3 4 4 9 1 2．5 9 3 8 2 ．1 7 9

4 6 3 8 7 G 7 C Ⅵ 剥 片 頁 岩 2．6 0 3．9 0 1．5 0 1 1 ．3 － 9 6 2 8 3．7 1 2 4 4 9 0 8．7 8 4 8 2 ．6 2 1

4 7 3 8 2 I 6 b V b ナ イ フ 形 石 器 頁 岩 4．3 5 1．5 0 0 ．9 0 4 ．4 － 9 6 2 8 0．9 2 9 4 4 9 2 7．5 2 7 8 2 ．9 6 8

4 8 4 2 E 4 a V b ナ イ フ 形 石 器 珪 質 頁 岩 1．7 0 1．4 0 1．7 0 1 ．0 － 9 6 3 1 4．4 4 8 4 4 8 8 1．5 4 6 8 2 ．2 5 3

4 9 1 1 8 E 2 a V b 角 錘 状 石 器 8．0 0 1．3 0 1．3 0 1 3 ．1 － 9 6 3 2 8．9 8 6 4 4 8 8 4．1 6 1 8 1 ．7 1 4

5 0 2 7 4 M l l a V b 剥 片 二 次 加 工 痕 有 頁 岩 5．8 0 4 ．3 0 1．6 5 2 6 ．3 － 9 6 2 3 3．0 3 4 4 4 9 6 0．7 0 2 8 2 ．6 0 1

5 1 2 9 2 L l l c V b 剥 片 頁 岩 2．7 5 1．4 0 0 ．6 5 1 ．8 － 9 6 2 3 6．9 3 4 4 4 9 5 9．2 7 6 8 2 ．5 8 0 ‘

5 2 2 7 9 I l O c V b 剥 片 二 次 加 工 痕 有 頁 岩 5．9 0 3．1 0 1．1 0 1 7 ．0 － 9 6 2 4 5．3 9 0 4 4 9 2 7．6 2 5 8 3 ．2 4 0

5 3 2 8 3 K 9 d V b 剥 片 二 次 加 工 痕 有 頁 岩 4．7 0 3．0 0 0 ．7 5 8 ．7 － 9 6 2 5 6．5 6 9 4 4 9 4 4．7 8 7 8 3 ．2 6 8

5 3 3 7 3 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 頁 岩 3．6 0 2．7 0 0 ．6 0 7 ．1 － 9 6 2 6 3．2 5 8 4 4 9 3 9．6 1 1 8 3 ．1 2 3

5 4 2 7 5 M l l b V b ス ク レ イ パ ー 1 2．8 0 1 1．9 0 4 ．0 0 5 2 5 ．3 － 9 6 2 4 0．1 7 9 4 4 9 6 5．0 4 6 8 2 ．6 9 1

5 5 5 1 E 3 a V b 石 核 1 2．6 0 1 0．0 0 4 ．4 0 4 9 4 ．0 － 9 6 3 2 0．9 4 4 4 4 8 8 4．5 9 5 8 2 ．2 5 6

5 6 3 5 G 4 a V b 剥 片 珪 質 頁 岩 5．1 0 3．9 0 1．3 0 2 1 ．9 － 9 6 3 1 3．5 4 0 4 4 9 0 3．7 0 9 8 2 ．2 9 4

5 7 4 0 E 6 a V b 剥 片 珪 質 貢 岩 2．3 0 3．4 0 0 ．9 5 5 ．9 － 9 6 2 9 1．6 1 7 4 4 8 8 2．1 1 6 8 2 ．4 9 5

5 8 6 2 D 2 a V b 剥 片 泥 岩 5．2 0 2．3 0 0 ．8 5 1 3 ．5 － 9 6 3 2 9．9 9 3 4 4 8 7 1．9 1 7 8 1 ．4 3 2

5 9 1 1 7 E 3 d V b 剥 片 4．8 0 5．8 0 1．6 0 4 6 ．8 － 9 6 3 3 0．3 3 6 4 4 8 8 5．3 0 1 8 1 ．7 1 0

6 0 2 8 1 J l O a V b 剥 片 6．8 0 3．1 0 1．3 0 2 6 ．8 － 9 6 2 7 4．1 1 5 4 4 9 3 0．4 5 2 8 3 ．2 9 0

6 1 4 4 C 6 a V b 剥 片 5．0 0 3．0 0 0 ．8 0 1 0 ．0 － 9 6 2 9 2．4 1 1 4 4 8 6 2 ．8 7 0 8 2 ．4 9 4

6 2 4 1 E 6 a V b 剥 片 3．5 0 2．2 0 1．0 0 6 ．2 － 9 6 2 9 2．4 7 6 4 4 8 8 0 ．8 4 0 8 2 ．4 0 1

6 3 4 9 B 5 a V b 剥 片 4．5 0 9．4 0 2 ．2 0 7 0 ．7 － 9 6 3 0 4 ．7 0 7 4 4 8 5 2 ．5 9 9 8 1 ．5 8 5

6 4 1 2 8 N 9 b V a 敲 石 砂 岩 6．0 0 5．5 0 3．7 0 1 5 9 ．7 － 9 6 2 5 3．5 6 7 4 4 9 7 7．5 9 4 8 2 ．9 2 0

6 5 2 7 8 I l O c V a 原 石 黒 曜 石 3．0 0 2．7 0 1．6 5 1 2 ．0 － 9 6 2 4 1．1 9 4 4 4 9 2 6．0 6 5 8 3 ．4 3 6

6 6 1 3 2 N l l c V a ス ク レ イ パ ー 8．9 5 9．8 5 2 ．9 5 2 4 4 ．6 － 9 6 2 3 8．5 8 3 4 4 9 7 6．2 2 8 8 2 ．4 0 4

6 7 2 4 6 I 8 C V a 礫 器 1 6 ．0 0 1 8．9 0 4 ．4 0 1 3 0 0 ．0 － 9 6 2 6 7．7 2 5 4 4 9 2 8．4 7 7 8 3 ．3 2 5

6 8 2 4 7 I 8 C V a 礫 器 頁 岩 2 5 ．5 0 1 3．4 0 5．5 0 1 5 0 0 ．0 － 9 6 2 6 8．0 3 8 4 4 9 2 8．3 8 4 8 3 ．3 0 7

6 9 1 3 4 M l l b V a 剥 片 頁 岩 3 ．3 0 1．1 0 0．8 5 3 ．3 － 9 6 2 3 2．0 3 3 4 4 9 6 7．7 3 0 8 2 ．4 6 4

7 0 1 6 7 M l O b V a 剥 片 頁 岩 2 ．8 0 2．0 0 0．7 0 2 ．8 － 9 6 2 4 3．1 4 8 4 4 9 7 7 ．8 3 4 8 2 ．6 8 0

7 1 2 5 6 K l l a V a 剥 片 微 細 剥 離 痕 有 頁 岩 7 ．4 5 3 ．5 0 1．9 0 2 8 ．0 － 9 6 2 3 0．3 9 2 4 4 9 4 1 ．7 4 6 8 3 ．1 6 5

7 2 2 6 9 K l l a V a 剥 片 頁 岩 8 ．1 0 5 ．8 5 1．8 0 7 3 ．0 － 9 6 2 3 8 ．3 4 5 4 4 9 4 6 ．1 7 6 8 2 ．9 8 1

7 3 2 5 3 L l l a V a 剥 片 頁 岩 5 ．5 0 4 ．1 0 1．4 0 2 0 ．0 － 9 6 2 3 0 ．9 5 4 4 4 9 5 1 ．6 7 3 8 2 ．9 6 1

7 4 1 2 3 L 7 a V a 剥 片 頁 岩 4 ．0 0 4 ．2 0 1．9 0 2 2 ．9 － 9 6 2 7 3 ．2 3 6 4 4 9 5 3 ．9 3 5 8 3 ．2 5 1

7 5 2 5 D 4 C V a 剥 片 8 ．5 0 4 ．9 0 2．0 0 5 1．2 － 9 6 3 2 9 ．5 4 8 4 4 8 8 4 ．5 5 4 8 1．7 0 2

7 6 2 6 6 J 6 a V a 剥 片 微 細 剥 離 痕 有 8 ．2 0 3 ．1 0 1 ．3 0 2 1．6 － 9 6 2 8 0 ．5 0 6 4 4 9 3 3 ．9 8 8 8 3 ．1 5 7

第3表　旧石器時代石器観察表
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番　 号 注 記 番 号 出 土 位 置 層 器　 種 状　 況 石　 材 長 さ （c m） 幅 （cm ） 厚 さ （c m） 重 さ （g ） Ⅹ 座 標 Y 座 標 レ ベ ル

27 1 L 8 b Ⅵ 剥 片 頁 岩 3 ．0 0 2 ．3 0 0 ．9 0 5 ．0 － 9 6 2 6 4 ．4 5 2 4 4 9 5 6 ．8 6 6 8 2．97 7

4 3 C 6 a V a 剥 片 4 ．8 0 3 ．9 0 1．5 0 1 5 ．8 － 9 6 2 9 2 ．0 4 5 4 4 8 6 3 ．4 9 9 8 2．52 7

4 8 C 6 a V a 砕 片 黒 曜 石 1 ．2 0 0 ．3 0 0 ．6 0 1 ．0 － 9 6 2 9 0 ．4 8 8 4 4 8 6 3 ．4 3 9 8 2．5 1 3

1 2 5 N 9 d V a 剥 片 黒 曜 石 1 ．8 0 1．10 0 ．3 0 1 ．2 － 9 6 2 5 6 ．15 2 4 4 9 7 4 ．3 1 4 8 3．07 7

1 2 7 N 9 d V a 剥 片 黒 曜 石 2 ．2 0 1．9 0 7 ．3 0 5 ．1 － 9 6 2 5 5 ．6 1 6 4 4 9 7 4 ．0 0 5 8 3．04 9

1 3 1 N l l c V a 剥 片 黒 曜 石 1 ．4 0 1．3 0 0 ．3 0 0 ．7 － 9 6 2 3 8 ．4 8 4 4 4 9 7 6 ．13 9 8 2．42 8

1 6 3 N 9 d V a 剥 片 黒 曜 石 0 ．8 0 0 ．6 0 0 ．2 0 0 ．1 － 9 6 2 4 0 ．4 9 5 4 4 9 7 4 ．2 3 7 8 2．64 0

1 6 4 N 9 d V a 砕 片 チ ャ ー ト 0 ．9 0 0 ．5 0 0 ．2 0 0 ．1 － 9 6 2 5 6 ．5 1 3 4 4 9 7 2 ．0 9 0 8 3 ．10 4

1 6 5 N 9 d V a 剥 片 黒 曜 石 2 ．0 0 1．6 0 0 ．5 0 0 ．9 － 9 6 2 5 5 ．5 5 9 4 4 9 7 2 ．9 0 2 8 3 ．09 1

1 6 8 N l O b V a 剥 片 黒 曜 石 2 ．5 0 1．9 0 0 ．8 0 3 ．0 － 9 6 2 4 0 ．9 5 3 4 4 9 7 4 ．9 9 1 8 2 ．60 8

1 7 0 N l l d V a 剥 片 流 紋 岩 6 ．2 0 3 ．3 0 0 ．6 0 1 3 ．1 － 9 6 2 3 6 ．0 2 7 4 4 9 7 0 ．9 7 7 8 2 ．5 1 9

2 4 8 N l O a V a 剥 片 黒 曜 石 2 ．3 0 1．6 0 0 ．6 0 2 ．1 － 9 6 2 4 1．8 2 7 4 4 9 7 4 ．4 4 5 8 2 ．55 4

2 4 9 N l O a V a 剥 片 黒 曜 石 1．5 0 1．0 0 0 ．2 0 0 ．5 － 9 6 2 4 4 ．7 0 8 4 4 9 7 2 ．0 2 0 8 2 ．66 6

2 5 0 N l O a V a 砕 片 黒 曜 石 1．10 0 ．4 0 0 ．10 0 ．1 － 9 6 2 4 1．8 8 7 4 4 9 7 0 ．0 3 9 8 2 ．63 0

2 5 4 L l l a V a 剥 片 頁 岩 5 ．5 0 2 ．5 0 0 ．9 0 1 1 ．1 － 9 6 2 3 1．9 2 1 4 4 9 5 4 ．4 9 3 8 2 ．88 8

2 5 5 L l l a V a 剥 片 頁 岩 5 ．5 0 2 ．5 0 ‘ 1．2 0 1 2 ．0 － 9 6 2 3 1．4 3 4 4 4 9 5 4 ．2 4 8 8 2 ．82 3

2 6 5 I 9 a Ⅵ 剥 片 頁 岩 2 ．9 0 1．5 0 0 ．7 0 3 ．3 － 9 6 2 5 2 ．2 3 0 4 4 9 2 2 ．7 9 1 8 3 ．17 5

2 7 2 F 7 d Ⅵ 石 核 頁 岩 3 ．2 0 2 ．5 0 1．2 0 1 ．2 － 9 6 2 7 5 ．5 6 6 4 4 8 9 1．8 0 4 8 2 ．49 5

2 7 3 F 7 d Ⅵ 剥 片 頁 岩 3 ．0 0 1．5 0 0 ．7 0 3 ．0 － 9 6 2 7 9 ．2 0 0 4 4 8 9 1．5 9 1 8 2 ．49 6

2 8 2 K 9 d V b 砕 片 頁 岩 1．10 0 ．6 0 0 ．2 0 0 ．6 － 9 6 2 5 6 ．19 5 4 4 9 0 4 ．7 8 2 8 3 ．3 1 7

2 8 4 K 9 d V b 砕 片 頁 岩 2 ．0 0 1．5 0 0 ．4 0 1 ．0 － 9 6 2 5 8 ．2 2 2 4 4 9 4 4 ．5 3 9 8 3 ．23 9

2 8 5 K 9 d V b 砕 片 頁 岩 1．4 0 1．2 0 0 ．3 0 0 ．7 － 9 6 2 5 8 ．5 0 6 4 4 9 4 4 ．6 3 7 8 3 ．3 1 0

2 8 6 K 9 d V b 剥 片 頁 岩 2 ．2 0 1．6 0 0 ．3 0 1 ．4 － 9 6 2 5 8 ．9 0 0 4 4 9 0 4 ．2 2 1 8 3 ．24 2

2 8 7 K 9 d V b 剥 片 頁 岩 3 ．8 0 2 ．7 0 0 ．4 0 5 ．3 － 9 6 2 5 9 ．2 9 8 4 4 9 4 3 ．3 3 1 8 3 ．22 1

2 8 8 K 9 d V b 剥 片 頁 岩 2 ．4 0 1．2 0 0 ．6 0 2 ．2 － 9 6 2 5 9 ．3 4 6 4 4 9 4 3 ．2 7 0 8 3．2 1 4

3 0 7 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 砕 片 1 ．5 0 0 ．8 0 0 ．1 0 0 ．7 － 9 6 2 2 8 ．9 5 1 4 4 9 4 7 ．8 3 5 8 2．90 1

3 4 3 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 3 ．2 0 1．9 0 0 ．2 0 2 ．1 － 9 6 2 2 9 ．6 4 7 4 4 9 4 9 ．2 3 0 8 2．82 3

3 4 5 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 砕 片 1 ．5 0 1．10 0 ．1 0 0 ．7 － 9 6 2 2 9 ．4 2 0 4 4 9 4 9 ．2 6 7 8 2．80 7

3 4 9 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 5 ．3 0 3 ．4 0 0 ．9 0 1 2 ．4 － 9 6 2 2 9 ．2 7 5 4 4 9 4 9 ．0 6 8 8 2．83 3

3 5 4 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 3 ．4 0 2 ．10 0 ．3 0 2 ．2 －9 6 2 2 9 ．2 2 2 4 4 9 4 9 ．1 7 0 8 2．83 8

3 5 9 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 2 ．10 1．6 0 0 ．3 0 2 ．1 － 9 6 2 2 9 ．12 8 4 4 9 4 9 ．3 8 4 8 2．82 7

3 6 0 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 2 ．3 0 2 ．2 0 0 ．3 0 1 ．4 －9 6 2 2 9 ．3 7 6 4 4 9 4 9 ．4 7 4 8 2．85 5

3 6 1 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 砕 片 1 ．8 0 0 ．8 0 0 ．1 0 0 ．6 － 9 6 2 2 9 ．2 9 1 4 4 9 4 9 ．4 9 1 8 2．85 6

3 6 2 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 砕 片 1 ．3 0 0 ．7 0 0 ．1 0 0 ．4 － 9 6 2 2 9 ．2 0 6 4 4 9 4 9 ．5 5 0 8 2．84 3

3 6 4 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 2 ．3 0 1 ．8 0 0 ．3 0 2 ．2 － 9 6 2 2 8 ．8 6 6 4 4 9 4 9 ．6 2 6 8 2．89 5

3 7 2 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 3 ．0 0 2 ．5 0 0 ．4 0 4．3 － 9 6 2 2 9 ．7 0 8 4 4 9 5 3 ．6 2 5 8 2．89 4

3 7 5 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 5 ．4 0 5 ．4 0 1 ．6 0 3 8．1 － 9 6 2 2 9 ．0 7 4 4 4 9 4 8 ．0 7 3 8 2．78 1

3 7 6 K 1 2 b （石 器 ブ ロ ッ ク 1 ） V b 剥 片 2 ．6 0 2 ．5 0 0 ．7 0 6．0 － 9 6 2 2 9 ．2 1 5 4 4 9 4 8 ．0 4 7 8 2．79 1

3 7 8 N l O c V b 剥 片 3 ．0 0 2 ．2 0 0 ．5 0 3．4 － 9 6 2 4 5 ．9 7 8 4 4 9 7 5 ．8 2 4 8 2．52 7

3 8 1 L 8 b Ⅷ 剥 片 珪 質 貢 岩 1 ．4 0 1 ．9 0 0 ．7 0 1．3 － 9 6 2 6 2 ．6 8 8 4 4 9 5 6 ．3 0 7 8 2．11 2

3 8 3 H 8 d V b 剥 片 頁 岩 3 ．8 5 2 ．3 0 1 ．2 8 6．1 － 9 6 2 7 7 ．1 6 5 4 4 9 1 0 ．9 3 8 8 2．75 4

3 8 4 G 7 C V b 剥 片 黒 曜 石 4 ．1 0 1 ．7 0 1 ．3 0 6．9 － 9 6 2 7 7 ．9 6 2 4 4 9 0 8 ．1 3 4 8 2．79 5

3 8 5 G 7 C V b 剥 片 4 ．0 0 2 ．9 0 1 ．5 0 1 3．4 － 9 6 2 7 8 ．9 2 8 4 4 9 0 8 ．0 3 1 8 2．65 4

3 8 6 G 7 C V b 剥 片 黒 曜 石 1 ．9 0 2 ．3 0 5 ．3 0 1．9 － 9 6 2 7 9 ．3 5 6 4 4 9 0 8 ．0 2 7 8 2．64 3

第4表　旧石器時代石器観察表

芥 取 り 上 げ 番 口 石　 材 出 土 層 Ⅹ 座 標 Y 座 標 レ ベ ル 長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 さ （g ） 赤 化 度 完 形 度 礫　 形 備 考 （接 合 ）

36 V b － 9 6 3 1 0 ．7 6 9 4 4 8 9 0 ．4 7 2 8 2．3 2 1 1 3 ．7 0 3 ．7 0 3 ．2 0 2 2 0．0 0 A C 8

3 7 砂 岩 V b － 9 6 3 1 0 ．9 0 8 4 4 8 9 0 ．9 4 5 8 2．2 1 3 9 ．8 0 8 ．3 0 6 ．0 0 5 3．0 0 B b 8

3 8 V b － 9 6 2 9 2 ．3 8 1 4 4 8 6 2 ．1 8 6 8 2．5 3 9 7 ．2 0 5 ．3 0 1 ．5 0 4 2 ．0 0 C b 8

3 9 尾 鈴 山 酸 性 岩 V b － 9 6 2 9 2 ．9 5 4 4 4 8 6 1 ．2 5 0 8 2．5 3 3 7 ．0 0 4 ．0 0 4 ．2 0 1 7 2 ．0 0 A a 8

4 5 尾 鈴 山 酸 性 岩 V b － 9 6 2 9 2 ．6 9 0 4 4 8 6 3 ．3 1 0 8 2 ．3 9 5 1 0 ．8 0 8 ．6 0 7 ．3 0 5 6 5 ．0 0 C b 8　 9

4 6 砂 岩 V b － 9 6 2 9 2 ．7 9 3 4 4 8 6 2 ．8 7 7 8 2 ．4 2 4 1 3 ．2 0 8 ．1 0 6 ．3 0 6 3 0 ．0 0 C b 8　 9

4 7 砂 岩 V b － 9 6 2 9 2 ．7 2 8 4 4 8 6 2 ．2 2 6 8 2 ．4 1 6 1 1 ．7 0 9 ．0 0 4 ．6 0 5 8 0 ．0 0 C b 8　 9

5 2 尾 鈴 山 酸 性 岩 V b － 9 6 3 2 2 ．0 7 2 4 4 8 7 2 ．5 9 4 8 2．1 1 9 8 ．7 0 5 ．4 0 6 ．7 0 4 1 6．0 0 B b 8

5 3 Ⅵ － 9 6 3 0 4 ．6 1 9 4 4 8 5 0 ．9 1 8 8 1．2 3 7 3 ．3 0 2 ．0 0 0 ．8 0 8 ．0 0 C b 8

5 4 砂 岩 V a － 9 6 3 0 3 ．2 5 1 4 4 8 5 0 ．9 8 4 8 1．2 9 1 6 ．5 0 1 ．8 0 2 ．2 0 ‘ 2 8 ．0 0 A C

5 5 貢 岩 Ⅵ － 9 6 2 9 2 ．5 7 3 4 4 8 8 0 ．6 8 2 8 2．1 8 5 7 ．9 0 6 ．7 0 5 ．1 0 2 9 4 ．0 0 C b

5 6 尾 鈴 山 酸 性 岩 Ⅵ － 9 6 2 9 0 ．7 3 5 4 4 8 8 2 ．9 6 9 8 2．1 2 9 6 ．7 0 5 ．1 0 5 ．0 0 2 6 6．0 0 B b

5 7 Ⅵ － 9 6 2 9 2 ．1 4 8 4 4 8 8 4 ．1 6 8 8 2．2 2 1 5 ．3 0 4 ．7 0 1 ．2 0 2 6．0 0 B a

5 8 V b － 9 6 3 2 8 ．8 1 5 4 4 8 7 6 ．5 1 2 8 1．6 3 0 8 ．0 0 5 ．3 0 5 ．2 0 2 9 8．0 0 A C

6 0 Ⅵ － 9 6 3 0 2 ．1 2 2 4 4 8 7 3 ．2 0 7 8 2．1 1 8 8 ．8 0 5 ．9 0 3 ．5 0 1 6 2．0 0 C b

6 1 Ⅵ － 9 6 2 9 3 ．5 8 5 4 4 8 7 4 ．2 0 2 8 2．0 8 6 2 ．5 0 0 ．7 0 0 ．8 0 3．0 1 C b

1 1 9 尾 鈴 山 酸 性 岩 V b － 9 6 3 3 1 ．1 3 0 4 4 8 8 3 ．2 2 5 8 2．5 6 0 2 ．8 0 4 ．1 0 2 ．9 0 1 5 0．0 0 B b

1 2 9 V a － 9 6 2 5 2 ．3 7 8 4 4 9 7 8 ．5 7 4 8 2．8 5 9 7 ．2 0 5 ．6 0 9 ．0 0 5 7．4 0 C b

1 3 0 砂 岩 V a － 9 6 2 4 5 ．0 7 5 4 4 9 8 2 ．0 3 8 8 2．5 6 0 9 ．5 0 5 ．3 0 3 ．7 0 2 2 8．0 0 A C

1 3 5 V a － 9 6 2 2 9 ．6 7 5 4 4 9 6 5 ．5 8 7 8 2．5 0 0 7 ．9 0 5 ．5 0 1 ．7 0 8 3．3 0 B b

1 3 6 V a － 9 6 2 2 9 ．2 7 4 4 4 9 6 5 ．5 2 3 8 2．4 1 5 7 ．8 0 5 ．5 0 1 ．2 0 4 8．0 0 B a

1 6 0 尾 鈴 山 酸 性 岩 V a － 9 6 2 6 0 ．6 4 2 4 4 9 5 1 ．9 6 0 8 3．3 6 1 6 ．7 0 4 ．3 0 2 ．0 0 1 0 4 ．4 0 C b

1 7 9 尾 鈴 山 酸 性 岩 V a － 9 6 2 5 7 ．4 9 0 4 4 9 7 1 ．8 9 8 8 2．9 9 7 1 1 ．0 0 5 ．5 0 3 ．5 0 1 9 0．1 0 A a

1 8 0 尾 鈴 山 酸 性 岩 V a － 9 6 2 5 6 ．9 1 9 4 4 9 7 2 ．9 2 8 8 3．0 0 0 3 ．3 0 3 ．8 0 1 ．3 0 1 0．0 0 C b

2 4 0 Ⅵ － 9 6 2 3 1 ．4 0 2 4 4 9 6 7 ．7 8 4 8 2．1 3 1 7 ．7 0 1 ．9 0 0 ．8 0 1 4 ．1 0 B a

2 4 1 V b － 9 6 2 3 0 ．9 1 8 4 4 9 6 6 ．5 6 3 8 2．1 7 0 7 ．0 0 6 ．0 0 2 ．7 0 1 3 0．0 0 A C

2 4 2 V a － 9 6 2 4 0 ．3 9 0 4 4 9 6 5 ．3 5 2 8 2．7 6 1 5 ．0 0 2 ．0 0 0 ．8 0 9．3 0 C b

2 4 3 V a － 9 6 2 4 0 ．0 5 7 4 4 9 6 6 ．1 4 5 8 2．7 1 5 7 ．2 0 3 ．5 0 1 ．0 0 2 8 ．3 0 C b

2 4 4 砂 岩 V a － 9 6 2 6 5 ．9 8 0 4 4 9 3 7 ．8 1 1 8 3．4 2 7 9 ．0 0 4 ．0 0 3 ．3 0 1 8 6．2 1 B b

2 4 5 V a － 9 6 2 9 6 ．7 7 6 4 4 9 0 7 ．1 9 5 8 2．6 4 8 1 1 ．5 0 8 ．0 0 2 ．7 0 3 4 8 ．0 0 B C

2 5 1 頁 岩 V a － 9 6 2 4 1 ．5 1 5 4 4 9 6 4 ．7 7 5 8 2 ．7 7 1 7 ．7 0 5 ．0 0 1 ．8 0 7 0 ．4 0 A b

2 5 2 V a － 9 6 2 4 1 ．6 6 2 4 4 9 6 4 ．7 0 9 8 2 ．7 8 5 8 ．0 0 4 ．8 0 1 ．7 0 7 0 ．2 0 C b

2 5 7 珪 質 頁 岩 V a － 9 6 2 4 2 ．5 8 4 4 4 9 4 0 ．1 8 0 8 3．3 2 3 4 ．0 0 2 ．5 0 0 ．4 0 6 ．2 0 A a

2 5 8 V a － 9 6 2 4 3 ．4 9 9 4 4 9 5 3 ．4 7 0 8 2 ．9 5 2 6 ．9 0 5 ．0 0 0 ．8 0 2 2 ．1 0 B b

2 5 9 V a － 9 6 2 5 3 ．3 8 4 4 4 9 5 3 ．2 4 1 8 3 ．0 6 5 7 ．0 0 4 ．0 0 1 ．7 0 5 3 ．0 0 B C

第5表　旧石器時代礫観察表
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艶 取 り 上 げ 番 ロ 石　 材 出 土 層 Ⅹ 座 標 Y 座 標 レ ベ ル 長 さ （c m） 幅 （cm ） 厚 さ （c m） 重 さ （g ） 赤 化 度 完 形 度 礫　 形 備 考 （接 合 ）

26 0 尾 鈴 山 酸 性 岩 Ⅵ －96 2 5 1．81 4 4 4 9 7 4．42 8 8 2 ．55 8 6 ．5 0 5 ．0 0 3 ．10 1 0 8．3 0 C b

2 6 2 V a －96 2 6 0．44 9 4 4 9 3 1．15 4 8 3 ．36 5 6 ．5 0 2 ．6 0 1．7 0 2 8．1 0 C b

2 6 3 V a －96 2 6 0．89 7 4 4 9 3 2．96 7 8 3 ．39 1 6 ．3 0 2 ．2 0 1．4 0 2 0．0 0 C b

2 6 7 V a －96 2 9 9．02 9 4 4 9 0 8．73 5 8 2．61 1 1 0 ．3 0 4 ．5 0 1 ．6 0 6 7．0 0 B b

2 6 8 頁 岩 V a －96 2 4 6．41 4 4 4 9 7 9．66 6 8 2．67 4 1 2 ．4 0 7 ．6 0 4 ．9 0 4 2 8．0 0 C b

2 7 7 V a －96 2 4 4．91 8 4 4 9 3 2．34 2 8 3．41 1 6 ．6 0 5 ．1 0 4 ．0 0 2 4 3．3 0 A C

2 8 0 V b －96 2 3 3．45 0 4 4 9 4 6．91 7 8 2．99 3 7 ．0 0 5 ．5 0 1 ．6 0 5 1．1 1 C b

2 8 9 頁 岩 V b －96 2 5 8．15 6 4 4 9 4 3．01 2 8 3．27 7 1 ．0 0 0 ．9 0 0 ．1 0 0．5 0 B b

2 9 0 貢 岩 V b －96 2 7 3．76 6 4 4 9 2 1．10 5 8 3．15 3 2 ．1 0 1 ．9 0 0 ．5 0 2．0 1 B b

2 9 7 V b －96 2 2 8．93 8 4 4 9 4 7．49 1 8 2．86 8 3 ．0 0 1 ．2 0 0 ．4 0 2．4 1 A C

3 0 0 V b －96 2 2 8．52 8 4 4 9 4 7．77 2 8 2．88 7 3 ．1 0 1 ．4 0 0 ．5 0 4．3 0 B b

3 0 3 V b －96 2 2 8．74 3 4 4 9 4 7．86 7 8 2．87 1 2 ．9 0 2 ．0 0 0 ．6 0 5．0 1 B b

3 1 8 V b －96 2 2 9．27 6 4 4 9 4 8．06 2 8 2．87 9 5 ．2 0 4 ．8 0 1 ．2 0 2 6．2 0 B b

3 1 9 V b －96 2 2 9．42 5 4 4 9 4 8．07 8 8 2．86 3 3 ．2 0 2 ．3 0 0 ．9 0 9．0 0 B C

3 2 0 V b －96 2 2 9．55 3 4 4 9 4 7．94 0 8 2．87 0 2 ．5 0 2 ．1 0 0 ．5 0 4．4 0 B b

3 2 1 V b －96 2 2 9．80 3 4 4 9 4 7．79 7 8 2．85 0 1 1 ．0 0 8 ．8 0 6 ．2 0 4 7 8．2 1 C C

3 3 7 V b －96 2 2 9．74 4 4 4 9 4 8．96 0 8 2．86 1 1 ．7 0 1 ．2 0 0 ．3 0 2．0 0 B b

3 4 0 V b －96 2 2 9．86 2 4 4 9 4 9．42 3 8 2．93 9 5 ．9 0 2 ．9 0 1 ．2 0 1 5．0 1 C b

3 5 6 V b －96 2 2 8．96 5 4 4 9 4 9．28 4 8 2 ．87 1 6 ．0 0 4 ．0 0 1．6 0 2 8 ．0 0 B b

2 9 8 V b －96 2 2 9．13 2 4 4 9 4 7．44 1 8 2 ．88 9 5 ．5 0 4 ．0 0 1．2 0 2 4 ．2 0 B C

3 0 1 V b －96 2 2 8．41 6 4 4 9 4 7．84 8 8 2 ．85 3 0 ．8 0 0 ．7 0 0 ．10 0 ．2 0 C b

3 0 2 V b －96 2 2 8．83 0 4 4 9 4 7．78 3 8 2 ．86 8 1．3 0 0 ．7 0 0 ．2 0 0 ．6 0 B b

3 0 4 V b －96 2 2 8．60 6 4 4 9 4 7．99 3 ・ 8 2 ．87 4 2 ．7 0 1．8 0 1．2 0 5 ．1 0 A C

3 0 8 V b －96 2 2 8．94 2 4 4 9 4 7．89 7 8 2 ．89 5 3 ．2 0 1．6 0 0 ．6 0 3 ．1 0 C b

3 0 9 V b －96 2 2 8．9 1 2 4 4 9 4 7．99 4 8 2 ．99 2 3 ．6 0 1．9 0 0 ．4 0 6 ．3 0 B b

3 1 0 V b －96 2 2 8．97 8 4 4 9 4 8．03 3 8 2 ．88 8 2 ．2 0 1．0 0 0 ．2 0 0 ．9 0 B C

3 1 1 V b －96 2 2 9．02 0 4 4 9 4 8．14 8 8 2 ．85 8 6 ．2 0 5 ．6 0 1．4 0 4 8 ．0 0 C b

3 1 2 V b －96 2 2 9．0 1 3 4 4 9 4 8．23 8 8 2 ．87 4 2 ．3 0 0 ．9 0 0 ．6 0 2 ．2 0 C a

3 1 4 V b －96 2 2 9．13 7 4 4 9 4 8．2 1 7 8 2 ．84 0 5 ．5 0 2 ．6 0 1．3 0 2 2 ．0 0 C b

3 1 5 V b －96 2 2 9．06 1 4 4 9 4 7．98 2 8 2 ．90 0 6 ．5 0 2 ．8 0 1．8 0 4 0 ．3 0 B b

3 1 6 V b －96 2 2 9．10 0 4 4 9 4 7．9 1 0 8 2 ．80 8 1．10 0 ．7 0 0 ．10 0．6 0 B b

3 1 7 V b －96 2 2 9．19 5 4 4 9 4 7．82 3 8 2 ．88 8 2 ．4 0 1 ．6 0 0 ．4 0 3．3 0 A a

3 2 5 V b －96 2 2 9．18 0 4 4 9 4 8．40 2 8 2 ．86 2 1 ．8 0 1 ．10 0 ．1 0 2．0 0 C b

3 2 6 V b －96 2 2 9．02 8 4 4 9 4 8．46 7 8 2 ．89 0 5 ．8 0 2 ．8 0 1 ．6 0 2 3．1 0 C b

3 3 5 V b －96 2 2 9．96 8 4 4 9 4 8．94 8 8 2 ．80 5 3 ．8 0 2 ．6 0 0 ．6 0 1 0．2 0 B b

3 3 6 尾 鈴 山 酸 性 岩 V b －96 2 2 9．80 5 4 4 9 4 8．97 7 8 2 ．75 2 9 ．0 0 6 ．8 0 5 ．2 0 3 6 8．0 1 B b

3 3 9 V b －96 2 2 9．54 8 4 4 9 4 8．95 0 8 2 ．79 8 3 ．7 0 2 ．6 0 0 ．6 0 5．4 1 C b

3 4 2 V b －96 2 2 9．68 3 4 4 9 4 9．58 0 8 2 ．79 6 1 0 ．0 0 7 ．3 0 4 ．5 0 3 2 2．0 0 B a

3 4 4 V b －96 2 2 9．6 1 7 4 4 9 4 9．2 1 7 8 2 ．83 2 6 ．8 0 5 ．6 0 1．6 0 7 8．4 0 C b

3 5 1 V b －96 2 2 9．09 3 4 4 9 4 8．86 9 8 2 ．84 0 4 ．5 0 3 ．2 0 1．10 1 4．2 0 C b

3 5 2 V b －96 2 2 8．99 5 4 4 9 4 8．90 6 8 2 ．88 0 1．4 0 1．10 0 ．4 0 0 ．8 0 A a

3 5 7 V b －96 2 2 8．83 2 4 4 9 4 9．26 0 8 2 ．76 4 1 4 ．5 0 1 1．5 0 9 ．2 0 1 3 0 0 ．4 0 C b

3 5 8 V b －96 2 2 8．90 9 4 4 9 4 9．44 4 8 2 ．8 1 4 1．3 0 1．2 0 0 ．2 0 0 ．7 0 B b

3 6 3 砂 岩 V b －96 2 2 9．06 7 4 4 9 4 9．60 1 8 2 ．77 0 1 1．3 0 6 ．2 0 5 ．2 0 6 5 5 ．1 0 B C

3 6 9 V b －96 2 2 8．47 3 4 4 9 5 0．34 4 8 2 ．82 5 2 ．3 0 1．7 0 0 ．3 0 2 ．2 0 C b

3 7 0 V b －96 2 2 9．27 7 4 4 9 5 0．59 3 8 2 ．99 2 3 ．3 0 1 ．6 0 0 ．4 0 2 ．1 0 C b

3 7 1 V b －96 2 2 9．02 5 4 4 9 5 0．92 0 8 2 ．96 5 3 ．7 0 1．7 0 0 ．5 0 3 ．0 0 B b

3 7 4 V b －96 2 2 8．73 4 4 4 9 4 8．02 6 8 2 ．88 8 8 ．8 0 5 ．7 0 1．8 0 1 0 4 ．0 0 A a

※　 赤化度 3　 礫表面の8 0 ％以上の赤化 完形度A　 原形の9 0 ％以上を保っている 礫形 a　 礫の形が円状

赤化度 2　 礫表面の4 0 ％以上 8 0 ％未満の赤化 完形度B　 原形の4 0 ％以上 9 0 ％未満を保っている 礫形 b　 礫が破砕している

赤化度 1　 礫表面の4 0 ％未満の赤化 完形度C　 原形の4 0 ％未満を保っている 礫形 C　 礫の形が角状

赤化度 0　 礫表面が全く赤化していない

第6表　旧石器時代礫観察表
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第4節　縄文時代早期の遺構と遣物

1　縄文時代早期の遺構

縄文時代早期の遺構は、MLl（第Ⅳ層　暗褐色

ローム）より集石遺構3基（SI2、SI3、SI4）、

石器ブロック1基が検出された。一方、Vb層（褐

色ローム　Kr－Kb）の中位で、土坑12基（SCl～

SC12）を検出した。これは、埋土と地山の境が不

明瞭であったために、遺構検出レベルを下げた結果

である。本来は、検出面がKr－Kbなので、旧石器時

代の土坑となるべきであるが、（SC3～SC12）

は形状や埋土の状況等から縄文時代早期に所属する

陥し穴と考えられる。詳細については、後述する。
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第30図　縄文時代早期遺構Ⅰ遺物分布図
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集石遺構（SI2～SI4）（第31～第32図）

丘陵の最も高いI－10グリッドで、表土除去後、

MLl（第Ⅳ層　暗褐色ローム）の下位で、集石遺

構3基（SI2～SI4）を検出した。SI2、S

I3の2基が隣接し、その南西2mにSI4が位置

していた。3基とも上面からの削平を受けており、

特にSI2、SI3は、下部付近がわずかに遣存し

ている状態であった。

SI2（第31図）

SI2は長径1m、短径0．5mの範囲に7個の礫

（赤化礫はない）がほぼ水平に集積され、掘りこみ

や炭化物は確認できなかった。どの礫も比較的大型

（長径0．14m～0．25m、短径0．11m～0．17m）で、

南側の4個の礫は、直線にならぶ配置がなされてい

た。石材組成は、尾鈴山酸性岩4点、ホルンフェル

ス2点、砂岩1点であった。

SI3（第32図）

SI3は長径0．6m、短径0．4mの範囲に9個の破

砕礫（赤化礫はない）で構成され、掘りこみは確認

できなかった。SI2に比べると礫は小型（長径5

cm～10cm、短径3cm～8cm）で、形はやや不正形を

SI　2

ふ。

なす。石材組成は、尾鈴山酸性岩8点、ホルンフェ

ルス1点であった。

SI4（32図）

SI4は、MLl（第Ⅳ層　暗褐色ローム）中位

から出土した小礫（径1cm～2cm）を取り除いた後

のMLl下位で検出した。長径0．6m、短径0．4mの

範囲に拳大の礫139個で構成される。プラン、掘り

こみはほとんど確認できず、構成される礫は散在を

呈する。石材組成は、SI2と同様で尾鈴山酸性岩

28点、ホルンフェルス49点、砂岩62点であった。赤

化している磯は、約半数を占めていた。

石器ブロック2（第33図）

調査区D－4グリッド付近に位置する。長径3．3

m、短径3m程のやや広い範囲に石器16点が出土す

る。石器組成は、石核4点、スクレーパー2点、剥

片10点である。石材は全てホルンフェルスである。

石器ブロック内における接合資料は2例（接合資料

3、接合資料4）見られ、接合数は接合資料3が7

点、接合資料4が4点である。その大半が剥片で、

石核、剥片の折れ面同士が接合するのみである。
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第31図　　SI2実測図
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土坑（SCl～SC12）　（第36図～第41図）

12基の土坑が、Va層～Vb層で検出されたが、

掘り込み面の層位は明確に把握できなかった。これ

は、調査区内のアカホヤ残存域以外が、Ⅳ層上位か

ら中位までの削平がなされていたことや埋土とⅣ層

（暗褐色ローム　MLl）、Va層の地山の境が不明

瞭であったためである。そのため、Ⅳ層で土坑の検

出は困難を極めるものであった。

陥し穴については、東九州自動車道（都農～西都

間）における遺跡でも、約40基前後が確認されてい

る（平成15年度現在）。その特徴として、検出状況の

平面プランが、長径1m～2mの楕円形であり、中

程から床面に向かって掘り込まれる過程でオーバー

ハングする。埋土は断面の上位から中位にかけてKr－

Kb、断面中位から下位にかけてはATなどのブロッ

クが混在している。さらに、埋土下部では有機質の

粘性のある黒色土が堆積している1等の特徴がある。

従って本遺跡のSC3～SC12については、同様

の形状や埋土の状況が見られたことより、縄文時代

早期の陥し穴の性格をもつ土坑である可能性が強い。

なお、SCl～SC2については、遺構の性格は不

明である。以下SCl～SC12までの特徴について

述べる。

SCl（第36図）

調査区内の中央から、南西にゆるやかに下るE－

5グリッドのVa層を掘り下げ中に検出した。長径

0．9m、短径0．56m、残深0．15mを測り、埋土は弱

粘性でしまりのあまりない黒褐色土が確認された。

暗褐色土の固くしまったブロックを含んでいたが、

炭化物、遣物は確認されなかった。

SC2（第36図）

調査区内の中央より北に位置する丘陵の最も高い

H－10グリッド付近のVa層を掘り下げ中に検出し

た。長径1．05m、短径0．65m、残深0．17mを測り、

埋土はKr－Kbをブロック状に含む粘性のある黒褐色

土で、炭化物、遣物は確認されなかった。

SC3（第36図）

調査区内の中央より西側のF－5グリッド、Vb

層を掘り下げる段階で検出した。長径1．9m、短径

1．52mの楕円形のプランを呈する。残深は、1．94

mを測り、埋土は17層に分層される。断面は床面か

ら検出面に向かってゆるやかに広がる。炭化物、遺

物は確認されなかった。

SC4（第37図）

調査区南西部の壁手前E－2グリッドのVb層直

上を精査する段階で検出した。長径1．44m、短径1

mの楕円形のプランを呈する。残深は、0．75mを測

り、埋土は6層に分層される。埋土の植物珪酸体分

析を行ったところ、主に基本土層のⅣ層に対比され

ることが確認された。また、床面中央では、径0．05

m～0．06mのクイ痕と思われる小穴5箇所を確認し

たが、炭化物、遣物については確認されなかった。

SC5（第37図）

調査区の南西部Ⅳ層削平箇所のD－3グリッドの

Vb層直上を精査する段階で検出した。長径1．44m、

短径1．12mの楕円形のプランを呈し、南西部にやや

張り出す。残深は、0．75mを測り、埋土19層に分層

される。SC4同様、埋土の植物珪酸体分析を行っ

たところ、主に、基本土層のVa層に対比されるこ

とが確認された。断面は、床面から中程に向かって

僅かに広がり、ややすぼまり気味になった後、検出

面に向かってゆるやかな逆「ハの字」状に開く。炭

化物、遣物は確認されなかった。

SC6（第38図）

調査区の丘陵部鞍部から東に下るゆるやかな斜面

K－6グリッドのVb層直上を精査する段階で検出

した。プランは、長径約1．3m、短径約0．9mの楕円

形を呈する。残深は、約1．7mを測り、埋土は19層

に分層される。長軸断面は、他の陥し穴に比べると

上端と下端の径がさほど変わらない。炭化物、遣物

は確認されなかった。

SC7（第38図）

調査区中央の南側、K－12グリッドのVb層を掘

り下げる段階で検出した。長径1．1m、短径0．85m

の楕円形のプランを呈し、やや南に張り出す。残深

は、1．95mを測り、埋土は12層に分層される。断面

は床面から検出面に向かって、ゆるやかに開く。炭

化物、遣物は確認されなかった。

SC8（第39図）

調査区の丘陵部の標高が最も高いH－11グリッド

－44－



のVb層直上で検出した。プランは、長径約1．7m、

短径約1．1mの楕円形を呈する。残深は、約2．2mを

測り、埋土は18層に分層される。床面から中程まで

は、断面右側がほぼ真上に立ち上がるが、断面左側

はゆるやかに広がる。中程でややすぼまり、さらに

中程から検出面に向かって逆「ハの字」状に開く。

炭化物、遺物は確認されなかった。

SC9（第39図）

調査区中央よりやや南西部のゆるやかに下るG－

6グリッドのVb層直上で検出した。プランは、長

径約1．8m、短径約1．3mの楕円形を呈する。残深は、

約2．1mを測り、埋土は17層に分層される。断面は

床面から検出面に向かってゆるやかに広がる。炭化

物、遣物は確認されなかった。

SClO（第40図）

調査区の丘陵鞍部から南西に向かってゆるやかに

傾斜するI－10グリッドのVb層直上で検出した。

プランは、長径約1．4m、短径約1mの楕円形を呈

する。残深は、約1．9mを測り、埋土は17層に分層

される。床面から中程にかけての断面は、左側がほ

ぼ真上に立ち上がるが右側はゆるやかに広がる。中

程ではややすぼまり、上位にかけては逆「ハの字」

状に開く。炭化物、遣物は確認されなかった。

SC11（第40図）

調査区の丘陵鞍部から南西に向かってゆるやかに

傾斜するI－9グリッドのVb層直上で検出した。

プランは、長径約1．4m、短径約1mの楕円形を呈

する。残深は、約1．9mを測り、埋土は15層に分層

される。断面は床面から中程にかけてやや広がり、

中程から上位にかけては、逆「ハの字」状に開く。

炭化物、遺物は確認されなかった。

SC12（第41図）

調査区丘陵鞍部から南に下る壁際のL－8グリッ

ドのVb層直上で検出した。プランは、長径約2．2

m、短径約1．3mの楕円形を呈する。残深は、約2．3

mを測り、埋土は17層に分層される。断面の床面か

ら中程までは、左側がほぼ真上に立ちあがり、右側

はゆるやかに広がる。右側ではややすぼまるが、両

側とも中程から上位にかけては、逆「ハの字」状に

開く。炭化物、遣物は確認されなかった。

SC4・5植物珪酸体検出状況

SC4・5については、埋土の堆積当時の植生や

そこに生息していた動物や採取された動植物質食料

についての推定を行うために、自然科学分析（植物

珪酸体分析）を実施した。

SC4は埋土中より試料1～6、さらにその下位

の床面より試料8を採取した。SC5は、埋土中よ

り試料1～11を採取した。検出状況の結果は次頁の

通りである。併せて、「第Ⅴ章　自然科学分析」も

参照されたい。

註

1　宮崎県埋蔵文化財センター　「発掘調査報告書第76

集」『平成14年度東九州自動車道（都農～西都間）関

連埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ』　2003

第34図　SC配置図
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S C4

第35図　SC4・5両壁土層植物珪酸体試料採取地点模式図

イネ科 タケ亜科

試料 キビ族型 ヨシ属 ススキ属型 ウシクサ族 A ウシクサ族 B シバ属 A くさび型） B C メ ダケ節型 ネザサ節型 クマザサ属型 ミヤコザサ節型 未分類

S C 4

検 出密度

（単位 ：× 10 0個 ／ g ）

1 14 7 83 7 2 1 83 4 8 34

2 20 33 7 174 18 0 67

3 14 7 34 7 7 108 12 2 27

4 32 13 57 64 15 9 2 5

5 14 4 9 49 12 6 7

6 13 2 0 7 4 0 7 40 14 0 2 0

8 20 2 6 20 7 2 7 13 7 2 6 7

イ ネ科 タケ亜科

試料 キ ビ族型 ヨシ属 ススキ属型 ウシクサ族 A ウシクサ族 B シバ属 A くさび型） B C メ ダケ節型 ネザサ節型 クマザサ属型 ミヤコザサ節型 未分類

S C 5

検 出密度

（単位 ：× 10 0個 ／ g ）

1 34 7 4 8 7 7 34 22 6 7

2 14 7 43 7 43 15 8 6 5

3 14 34 7 7 20 19 1 7

4 2 8 7 7 37 0 14

5 7 14 14 14 14 46 9 14

6 2 8 4 9 7 14 7 14 35 32 8 2 1

7 2 1 7 7 4 1 7 2 1 14 17 1 2 1

8 3 6 36 7 7 7 14 21 4 2 1

9 7 14 49 7 28 13 2 7

10 7 7 97 7 28 22 9 7

11 7 7 14 43 7 7 14 21 4 7

イ ネ科 タケ亜科

層 試料 キビ族型 ヨシ属 ススキ属型 ウシクサ族 A ウシクサ族 B シバ属 A くさび型） B C メ ダケ節型 ネザサ節型 クマザサ属型 ミヤコザサ節型 未分類

基本士層

Ⅱ 1 8 8 30 30 9 8 8 1 5 2 3

Ⅲ 2 1 5 15 22 74 7 2 67 45 9 1 04 13 3 20 0

Ⅲ 3 7 15 15 6 7 7 2 00 42 2 1 63 14 1 17 8

第7表　SC4・5両壁土層植物珪酸体検出密度
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S C 5 S C 4 基本土層

試 料 検出状況 試 料 検出状況 層 検出状況

1 ・ミヤ コザサ節型が増加
1

2

3

・クマザサ属型が増加
Ⅲ メダケ節型やネザサ節型が増加傾 向

IV
メダケ節型やネザサ節型が大幅増加

クマザサ属型が増加
2 ・ススキ属型 は、 ほとん ど見 られない。 ・イネ科 B 型 タイプ 出現

3 、 4

5 、 6

7

・ミヤ コザサ節型が増加 してい る。 4

・クマザサ属型や ミヤコザサ節型が比較的多
V a

ミヤ コザサ節型が増加

く検出 ヨシ属や クマザサ属型 も出現

・スス キ属型 は、 ほとん ど見 られない。 5 ・キビ族型 、ススキ属型 、 ウシクサ族A な ど

も検出
V b

ミヤ コザサ節型が増加傾向

メダケ節型 も増加

8 、 9 、

10、 11

・ミヤ コザサ節型が比較的多 く検出

6 ・ヨシ属が検出 された。
Ⅵ

ミヤ コザサ節型が比較的多 く検 出

・キビ族型、スス キ属型、 ウシクサ族A 、

クマザサ属型 も検出

キビ族型、スス キ属型、 ウシクサ族A 、 メダケ節型が 出現

Ⅶ な し

8

・少量の キビ族型、 ヨシ属、ススキ属型、

ウシクサ族 A 、ネ ザサ節 型、クマザサ属型、

ミヤ コザサ節型等が検 出

Ⅶl
キビ族型、 ヨシ属、 ウシクサ族A 、 メダケ節型

ネザサ節型、 ミヤ コザサ節型 などが少量検 出

S C 5 S C 4 基本土層

推定精算量より 推定精算量より 層 推定精算量より

全体的にミヤコザサ節型が優勢となっている。

埋土では、クマザサ属型やミヤコザサ節型が優勢

であり、埋土底部及び試料8 では、ヨシ属も多くなっ

ていることが分かる。

Ⅲ

Ⅳ

V a ～Ⅵ

Ⅶl

メダケ節型やネザサ節型が優勢

クマザサ属型やミヤコザサ節型が優勢

ミヤコザサ節型が優勢

ヨシ属が優勢

第8表　SC4・5両壁土層植物珪酸体検出状況対比表

SC4x5がつくられた当時の植生と環境

前出の第34図SC配置図に示されているSC4と

SC5は直線距離にして約12m離れた場所に位置し

ている。それぞれに位置している場所の標高や土層

の傾斜の度合いが違うために、SC4・5の埋土及

び基本土層の堆積状況に違いが出てくることが予想

できる。第7表植物珪酸体検出密度及び第8表植物

珪酸体検出状況対比表においても同様で、土坑外の

2地点の対応する層や同一土坑内の同一層での試料

採取にもかかわらず、その結果に微妙な違いが表れ

ている。具体的には、南壁土層試料10とSC4の試

料8やSC5の埋土底部の両端試料9、試料11と中

央試料10、その上の試料8の4箇所で試料採取を行っ

ているが、植物珪酸体の分類及び密度に若干の違い

が表れている。（第35図　SC4・5南壁土層植物

珪酸体試料採取地点模式図、第7表　SC4・5南

壁土層植物珪酸体検出密度）反対に、SC4の床部

試料6とSC5の床部試料11においては、珪酸体の

分類が比較的共通していることがうかがえる。また、

埋土の分類された層ごとの対比で見ると、イネ科で

はキビ族・ウシクサ族Aは、SC4・5の共通する

珪酸体分類であり、絶えずウシクサ族Aが優勢であ

ることが分かる。タケ亜科も、クマザサ属型とミヤ

コザサ節型がSC4・5の共通する珪酸体分類では

あるが、SC4は両方が優勢であり、SC5はミヤ

コザサ節型が優勢であることが分かる。以上のよう

に分析の結果から、大まかな傾向についてはとらえ

られるが、珪酸体の分類、密度、推定生産量等の観

点をもとに詳細な分析をするまでには至っていない。

よって、今回はSC4とSC5がつくられた当時の

植生と環境について、分析結果の主な特徴から推察

することになる。

SC4は、クマザサ属（チシマザサ節・チマキザ

サ節及びミヤコザサ節）などのササ類を主体として

キビ族やチガヤ属などの育成するイネ科植生であっ

たと考えられ、部分的にススキ属やヨシ属も見られ

たと推定される。このような植生および植物珪酸体

組成や密度などから、埋土はおもに基本土層のⅣ層

に対比されると考えられる。なお、埋土底部で検出

されたヨシ属については、陥し穴の構造物として利

用された可能性も考えられるが、基本土層のⅣ層や

遺構底面直下のⅧ層でもヨシ属が検出されているこ

とから、確定的なことは言えない。

SC5は、クマザサ属（おもにミヤコザサ節）な

どのササ類を主体としてキビ族やチガヤ属なども育

成するイネ科植生であったと考えられ、部分的にス

スキ属やヨシ属も見られたと推定される。このよう

な植生および植物珪酸体組成や密度などから、埋土

はおもに基本土層のVa層に対比されると考えられ

る。
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（1）2・5Y　2／2（黒褐色）弱粘質でしまりはない。遺物・他物は含まない。　　　　　　（1）7．5YR　3／2（黒褐色）粘性があり、非常に固くしまる。

Kr－Kb、橙色・白色のパミスを含む。

S C3

MBl　（1）2．5Y　3／1（黒褐色）　　硬質でややしまりがある。弱粘質で小林軽石を多く含む。

（2）5Y　3／1（オリーブ黒色）　弱粘質でしまりはほとんどない。小林軽石を含む。

AT　　（3）5Y　3／2（オリーブ黒色）

（4）10YR　3／1（黒褐色）

（5）5Y　3／1（オリーブ黒色）

（6）10YR　4／2（灰黄褐色）

（7）10YR　3／3（暗褐色）

（8）2．5Y　3／1（黒褐色）

（9）10YR　4／2（灰黄褐色）

ML4

仕0）10YR　3／1（黒褐色）

的10YR　4／1（灰褐色）

仕勿2．5Y　3／1（黒褐色）

個　5Y　　3／2（オリーブ黒色）

掴10YR　3／1（黒褐色）

個2．5Y　3／1（黒褐色）

的10YR　3／1（黒褐色）

仕カ2．5Y　2／1（黒色）

0　　　　　　　　　　　　　1m
llllli i

第36図　SCl～3実測図
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硬質でややしまりがある。弱粘質で小林軽石を多く含む。

硬質で、弱粘質である。若干ATを含む。

しまりはほとんどなく、弱粘質で小林軽石を多く含む。

粘性もしまりもない。

弱粘質でしまりはほとんどない。ATブロックを少々含む。

弱粘質でしまりはほとんどなく、ATブロックを多く含む。

粘性はほとんどなく、しまりもない。ATブロックを

多く含む。

弱粘質でしまりはほとんどない。

粘性はほとんどなく、赤色、黄色の粒を多く含む。

粘性はほとんどなく、赤色、黄色の粒を若干含む。

粘性はほとんどなく、赤色、黄色の粒を若干含む。

弱粘質でややしまりがある。

粘性が強くしまりがある。赤色の砂粒を若干含む。

弱粘質で、ややしまりがある。

粘性が強くしまりがある。
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（6）10YR　3／1（黒褐色）

S C5

i　一　一　一　一i　　　　　　；

M．N．

弱粘質でややしまりがある。小林軽石を若干含む。

粘性はほとんどなくしまりもない。

弱粘質であまりしまりはない。

弱粘質でしまりはない。（5）（6）より粘性は強い。

弱粘質でしまりはあまりない。

弱粘質であまりしまりはない。

（1）2．5Y

（2）2．5Y

（3）10YR

（4）10YR

（5）

（6）

5Y

5Y

（7）10YR

（8）10YR

（9）2．5Y

的10YR
（川10YR
仕功2．5Y

個10YR
掴2．5YR
個10YR
㈹10YR
仕の10YR

㈹2．5YR

（拍10YR

3／1

3／2

3／2

3／1

3／1

3／2

3／1

3／2

3／1

3／2

3／3

3／3

2／3

3／2

2／2

3／1

2／2

2／1

2／1

（黒褐色）　　　　弱粘質でしまりはあまりない。小林軽石を含む。

（黒褐色）　　　　弱粘質でしまりはほとんどない。小林軽石を少々含む。

（黒褐色）　　　　弱粘質でしまりはほとんどない。小林軽石を少々含む。

（黒褐色）　　　　弱粘質でしまりはあまりない。小林軽石を少々含む。

（オリーブ黒）　　弱粘質でしまりはほとんどなく、ATブロックを含む。

（オリーブ黒）　　弱粘質でしまりはあまりなく、ATブロックを含む。

（黒褐色）　　　　　弱粘質でしまりはあまりない。

（黒褐色）　　　　弱粘質でしまりはほとんどない。ATブロックを多く含む。

（黒褐色）　　　　弱粘質でしまりはほとんどない。

（黒褐色）　　　　弱粘質でしまりはほとんどなく、ATブロックを含む。

（暗褐色）　　　　弱粘質でしまりはほとんどなく、ATブロックを含む。

（暗オリーブ褐色）弱粘質でしまりはほとんどない。ATブロックを多く含む。

（黒褐色）

（黒褐色）

（黒褐色）

（黒褐色）

（黒褐色）

（黒色）

（黒色）

第37園　SC4■5実測図
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弱粘質でややしまりがある。

弱粘質でややしまりがある。

弱粘質でややしまりがある。ATブロックが若干混じる。

弱粘質でややしまりがある。

弱粘質であまりしまりがない。

粘性が強くしまりがある。

やや粘性あり、しまりもある。



1m（19）

L土Jlli　　　　一一一一」

（1）10YR

（2）10YR

（3）10YR

（4）10YR

（5）10YR

（6）10YR

（7）10YR

（8）10YR

2／3　（黒褐色）

3／2　（黒色）

3／2．5（黒褐色）

3／3　（暗褐色）

2／3　（黒褐色）

3．5／2（灰黄褐色）

3．5／3（暗褐色）

4／3　（黄褐色）

（9）10YR3．5／4（褐色）

仕0）2．5Y　3／2　（黒褐色）

山）10YR　3／2　（黒褐色）

㈹10YR4．5／2（黄褐色）

Kr－Kb（1）10YR2／2・5（黒褐色）
（2）10YR　2／3　（黒褐色）

（3）10YR　3／4　（暗褐色）

（4）10YR3．5／3（暗褐色）
（5）10YR　4／3　（黄褐色）

（6）10YR　4／3．5（黄褐色）

AT　鵠芸㌶5漂霊宝；
（9）10YR　4／3　（黄褐色）

仕切10YR　3／4　（暗褐色）

MB2　　㈹10YR3／4（暗褐色）
仕功10YR3．5／4（暗褐色）

MB3　　個10YR3・5／4（暗褐色）
掴10YR3．5／4（暗褐色）

個10YR3．5／3（暗褐色）
㈹10YR　4／4　（褐色）

硬質でしまりがあり、多量の白色粒、明黄褐色ブロックが混じる。

硬質でしまりがあり、多量の白色粒、明黄褐色ブロックが混じる。

硬質で、白色粒、明黄褐色ブロックを含む。

硬質で、白色粒、明黄褐色ブロックを含む。

やや硬質でしまり、小林軽石をわずかに含む。

やや硬質で、ATブロックを含む。

やや軟質で、小林軽石、ATブロックをわずかに含む。

やや軟質で小林軽石をわずかに含む。

ややしまりがない。軟質で小林軽石をわずかに含む。

やや軟質で、小林軽石、ATブロックを含む。

やや軟質で小林軽石をわずかに含む。

軟質で、小林軽石、ATブロックをわずかに含む。

軟質で、小林軽石、明赤褐色ブロックを少量含む。

軟質で、褐色ローム、黒褐色ブロックを含む。

軟質で、不揃いのATブロックが混じる。

やや硬質で、明赤褐色ブロックをわずかに含む。

ML3　　仕カ10YR4／2・5（灰黄褐色）非常に硬質で、明赤褐色土ブロック、黒褐色ブロック、白色粒が混じる0
（咽10YR4．5／6（褐色）　　やや粗い堆積で、粘性のある砂質土
個10YR　4／2．5（灰黄褐色）非常に硬質で、明赤褐色土ブロック、白色粒が混じる。

硬質ではあるが、粘性があり、小林軽石を含む。

硬質で、小林軽石・暗褐色ブロックをわずかに含む。

硬質で粘性があり、弱粘質で小林軽石をわずかに含む。

硬質で、小林軽石をわずかに含む。

硬質で粘性があり、わずかの小林軽石、多くのATブロックを含む。

硬質で弱粘があり、黒褐色・明褐色・ATブロックを含む。

硬質で0．5cmほどの褐色ローム、黒褐色、暗褐色ブロックが混じる。

弱粘質でしまりはなく、褐色ローム、明黄褐色ブロック、黒褐色ブロッ

ク、ATブロックを含む。

やや軟質で、AT・褐色ロームブロックや明黄褐色ブロック、黒褐色ブ

ロックを含む。

軟質で明黄褐色ロームブロックを含む。

硬質でATブロックをわずかに含む。

軟質で砂礫の混じる粘質土

第38園　SC6・7実測図
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（1）10YR　3／2　（黒褐色

（2）10YR　3／2．5（黒褐色

（3）10YR　3／3　（暗褐色

（4）1．25Y　3／3　（暗褐色
（5）10YR　4／3　（黒褐色

（6）10YR　4／3　（黒褐色

（7）10YR　3／2　（褐色）

（8）10YR　3／2　（黄褐色

（9）10YR　3／2　（黄褐色

仕0）10YR　3．5／3（褐色）

的10YR　3／2　（黒褐色

㈹10YR　4／3　（黄褐色

個10YR　3／2．5（黒褐色

掴10YR　4／3　（黄褐色

個7．5YR　4／4　（黄褐色

㈹10YR　2／1（黒色）

仕カ10YR　2／1（黒色）

（1）7．5YR　2／2（黒褐色）

（2）7．5YR　3／1（黒褐色）

（3）7．5YR　3／2（黒褐色）

（4）7．5YR　4／2（灰褐色）

（5）7．5YR　3／3（暗褐色）

（6）7．5YR　4／4（褐色）

（7）7．5YR　4／2（灰褐色）

（8）10YR　3／4　（暗褐色）

（9）10YR　3／3　（暗褐色）

個10YR　3／4　（黒褐色）

的10YR　4／4　（褐色）

仕功10YR　4／3　（黄褐色）

個10YR　3／3　（暗褐色）

掴10YR　3／2　（黒褐色）

個10YR　3／3　（暗褐色）

㈹10YR　3／2（黒褐色）

仕の10YR　2／2　（黒褐色）

㈹10YR　2／2　（黒褐色）

l芋　　　SC9
宣

硬質で粘性があり、小林軽石、樺色粒、白色粒を密に含む。

硬質でやや粘性があり、褐色ロームブロック、樫色粒、白色粒をわず

かに含む。

硬質でやや粘性があり、橙色粒、白色粒をわずかに含む。

硬質で小林軽石を含み、橙色粒、白色粒をわずかに含む。

軟質の暗褐色ローム層に、橙色粒、白色粒をわずかに含む。

軟質の暗褐色ローム層に、小林軽石、栓色粒、白色粒をわずかに含む。

粘性のある暗褐色ロームに、白色のガラス質の粒をわずかに含む。

砂質でザラザラした感じがあり、粘性はあまりない。

砂質でザラザラし、MB2の小ブロックをわずかに含む。

粘性はなく、砂質でザラザラしている。

軟質でATと赤褐色ロームが筋状に混じりながら堆積する。

軟質で粘性がなく、MB2、ATブロックが含まれる。

あまり粘性はなく、ATと赤褐色ロームを含む。

粘性はなく、柔らかいATブロックと固いMB2ブロックを含む。

軟質で粘性があり、ATとMB2が筋状に堆積する。

硬質で粘性がありMB2、MB3、ATを筋状に混じえながら堆積する。

硬質で粘性があり、MB2をブロック状に含む。

軟質で粘性があり、赤褐色ローム、明黄褐色ロームが混じる。

硬質で、多量の小林軽石が混じる。

硬質で、少量の小林軽石が混じる。

硬質で、褐色ロームブロック、小林軽石を少量含む。

硬質で、多量の褐色ロームブロック、小林軽石を含む。

硬質で、白色粒、明赤褐色粒を多量に含む。

硬質で、少量の褐色ロームブロック、白色粒、明赤褐色粒を含む。

硬質で粗い堆積の中、MB2ブロックを少量含む。

粗い堆積の中、地山（Ⅴ～Ⅶ）ブロックが混じる。

粘性のある軟質土

軟質で粗い堆積の中、MB2ブロックを少量含む。

硬質で、明赤褐色ブロックが少量混じる。

硬質で粗い堆積の中、地山（Ⅴ～Ⅷ）ブロックが混じる。

硬質で、粗い堆積の中、地山（Ⅴ～Ⅷ）ブロックが混じる。

硬質で粗い堆積の中、地山（Ⅴ～Ⅷ）ブロックが混じる。

軟質で礫混じりの粘質土

非常に軟質で、5～10cmの磯が混じる。

光沢があり軟質

第39図　SC8・9実測図
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S ClO

M．N．

（1）10YR　4／3（黒褐色）
（2）10YR　2／2（黒褐色）
（3）10YR　3／4（暗褐色）

（4）10YR　3／4（暗褐色）
（5）7．5YR　4／4（褐色）

（6）7．5YR　2／3（極暗褐色）

（7）10YR　3／4（暗褐色）
（8）7．5YR　3／4（褐色）

（9）7．5YR　4／3（褐色）

的7．5YR　2／3（極暗褐色）

的　5YR　5／6（明赤褐色）

仕勿7．5YR　3／4（暗褐色）
個7．5YR　3／3（暗褐色）

的7．5YR　4／6（赤暗褐色）

個7．5YR　3／4（黒色）

的7．5YR　3／2（黒褐色）
仕の7．5YR　2／2（黒褐色）

硬質で、小林軽石、白色粒を密に含む。
硬質で、小林軽石、白色粒を密に含む。

硬質でやや粘性があり、小林軽石、白色粒をわず
かに含む。

硬質で粘性があり、小林軽石を中央に多く含む。
硬質で粘性があり、黒褐色土、小林軽石、ATを

含む。
硬質で、多くの小林軽石、シミ状のAT、白色粒

を少量含む。
硬質で、橙色粒、黒色粒、ATをわずかに含む。

硬質で、ATブロック、暗褐色ブロックが含まれ
る。

軟質で粘性があり多量のATブロックと少量の暗
褐色ブロックが含まれる。

軟質で粘性があり、AT、赤褐色土をブロック状
で含む。

硬質で粘性があり、縦にクラックが入る。黒褐色
ブロックをわずかに含む。

硬質で、明赤褐色土、ATをまばらに含む。
軟質で粘性があり、ブロック状のATと多量のイ

ワオコシスコリアを含む。
軟質で粘性があり、イワオコシスコリアを多量に

含む。
硬質で光沢があり、AT、イワオコシスコリア、
暗褐色土が横長に細いブロックをなす。

硬質で光沢があり、黒色土を多量に含む。
硬質で光沢があり、黒色土を多量に含む。

（1）10YR

（2）10YR

（3）10YR

（4）1．25Y

（5）10YR

（6）10YR

3／2　（黒褐色）

3／2．5（黒褐色）

3／3　（暗褐色）

3／3　（暗褐色）

4／3　（黒褐色）

4／3　（黒褐色）

（7）10YR　3／2　（褐色）

（8）10YR　3／2（黄褐色）

（9）10YR　3／2（黄褐色）

的10YR　3．5／3（褐色）

的10YR　3／2　（黒褐色）

仕功10YR　4／3　（黄褐色）

個10YR　4／3　（黄褐色）

掴7．5YR　4／4　（黄褐色）

個10YR　2／1（黒色）

第40図　SClO・11実測図
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硬質で、多量の小林軽石が混じる。

硬質で、少量の小林軽石が混じる。

硬質で、褐色ロームブロック、小林軽石を少量含む。

硬質で、多量の褐色ロームブロック、小林軽石を含む。

硬質で、白色粒、明赤褐色粒を多量に含む。

硬質で、少量の褐色ロームブロック、白色粒、明赤

褐色粒を含む。

硬質で粗い堆積の中、MB2ブロックを少量含む。

粗い堆積の中、地山（Ⅴ～Ⅶ）ブロックが混じる。

粘性のある軟質土

軟質で粗い唯積の中、MB2ブロックを少量含む。

硬質で、明赤褐色ブロックが少量混じる。

硬質で粗い堆積の中、地山（Ⅴ～Ⅷ）ブロックが混じる。

硬質で粗い堆積の中、地山（Ⅴ～Ⅷ）ブロックが混じる。

軟質で礫混じりの粘質土

光沢のある粘質土



（1）10YR　3／2．5（黒褐色）

（2）10YR　3／2　（黒褐色）

（3）10YR　3／1．5（黒褐色）

（4）10YR　3／3　（暗褐色）

（5）10YR　4／4　（褐色）

（6）10YR　4／3　（黄褐色）

（7）10YR　4／1．5（灰褐黄色）

（8）10YR3．5／3（暗褐色）

（9）10YR　4／2．5（黄褐色）

仕0）10YR　8／8　（黄橙色）

（11）10YR　4／2．5（黄褐色）

仕功10YR　8／8　（黄橙色）

個10YR3．5／2（灰黄褐色）

掴10YR3．5／2（灰黄褐色）

個10YR　3／2　（黒褐色）

㈹10YR　2／1（黒色）

的10YR　2／1（黒色）

第41図　SC12実測図

硬質で、小林軽石をわずかに含む。

硬質で、小林軽石を多く含む。

硬質で、小林軽石、細砂、ATを多く含む。

硬質で粘性があり、小林軽石、ATを多く含む。

やや軟質で粘性があり粗い堆積の中、小林軽石、

AT、黒色をブロックで少量含む。

軟質で粘性があり、少量の黒色ブロックが混じる。

多量の白色粒が含まれる。

軟質で粘性があり、多量のATブロック、黒色ブロッ

クを含む。

やや軟質で粗い堆積の中、少量の黒色ブロック、多

量のATを含む。

やや硬質で粘性があり、ATや黒褐色ブロックが横

長く堆積する。

ATブロック

軟質で粗い堆積の中、ATブロック、黒色ブロック

が層状に堆積する。

ATブロック

軟質で粘性があり、ATブロック、黒色ブロックを

わずかに含む。

軟質で粘性があり、MB2、MB3、赤褐色ローム

が筋状に混じりながら堆積する。

やや軟質で粘性があり、ATブロック、黒色ブロッ

クを多量に含む。

硬質で光沢があり、水平方向に扁平した褐色、暗褐

色ブロックが含まれる。

個よりブロックが多くなる。

番　 号 検 出 位 置 （グ リ ッ ド） 長 軸 （m ） 短 軸 （m ） 深 さ （m ） 主 軸 方 向 平 面 プ ラ ン 備　 考

S C l E － 5 0 ．7 5 0 ．4 2 0 ．1 5 N E － S W 隅 丸 長 方 形

S C 2 H － 1 0 1 ．0 2 0 ．6 6 0 ．1 8 N － S 不 正 楕 円 形

S C 3 F － 5 1 ．8 6 1 ．5 0 1 ．9 2 N W － S E 不 正 楕 円 形

S C 4 E － 2 1 ．4 1 0 ．9 6 0 ．7 2 N N W T S S 楕 円 形 ク イ 痕 有 り

S C 5 D － 3 1 ．3 8 1 ．1 1 1 ．4 1 N W － S E 不 正 楕 円 形

S C 6 K － 9 1 ．2 9 0 ．9 6 2 ．2 8 N E － S W 楕 円 形

S C 7 K － 1 2 1．0 5 0 ．6 9 1 ．9 5 N E － S W 楕 円 形

S C 8 H － 1 1 1 ．7 1 1 ．0 8 2 ．2 2 N E － S W 不 正 楕 円 形

S C 9 G － 6 1．8 3 1 ．2 6 2 ．1 0 N W － S E 不 正 楕 円 形

S C lO I － 1 0 2 ．0 1 1 ．1 7 2 ．2 0 N E － S W 楕 円 形

S C l l I － 9 1 ．4 1 0 ．9 9 1 ．9 2 N W － S E 不 正 楕 円 形

S C 12 L － 8 2 ．16 1 ．3 2 2 ．3 0 N E － S W 不 正 楕 円 形

第9表　土坑計測表
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2　縄文時代早期の遣物

縄文時代早期に属する遣物は、Ⅳ層　暗褐色ロー

ム（MLl）を主な包含層として、55点の土器と44

点の石器が出土した。土器は、E－7・F－7グリッ

ド内、M－10～11グリッド内、L－11グリッド内の

3箇所で出土した。土器は、少数の上に細片が多く、

風化の著しいものが多い。石器は、調査区全般でま

ばらに出土した。旧石器時代同様、遣物の出土状況

は散漫で、分布密度は薄い。以下主な遣物の特徴に

ついて説明する。

（1）土器（第42図77～83）

E－8・F－8グリッドの境界を中心に47点の土

器片、M－11・12グリッドの境界で6点、L－12グ

リッド内で2点の土器片が出土した。E－8・F－

8グリッドで出土した47点の土器片は、ほとんどが

胴部で一部口縁が残存していた。これらの土器面に

は、横方向の貝殻条痕文によるナデ調整や、貝殻腹

縁刺突文を施す。従ってこれらの土器は、全般的に

風化が著しく進んでいるが、所謂、貝殻条痕文系土

器（第42図77～82）と考えられる。

M－11・12グリッドの境界で出土した6点の土器

片は、ほとんどが小片でかなり風化が進んでいたた

め、文様、調整等は不明である。

L－12グリッドで出土した2点のうち1点は、器

面外の頸部付近に、横方向のナデ、沈線による区画、

内面には横ナデを施した塞ノ神式土器（第42図83）

である。残りの1点は極小片で83が欠損したものと

思われる。

（2）石器

接合資料3（第43図～第44図）

石核2点、剥片5点の計7点が接合したものであ

る。母岩は、棒状の礫であり、その両端部（上下）

を剥離している。剥離工程は、母岩を、A（86＋84

＋85）とB（88＋87）に分割する。Aは上端部を84

→85の順で剥離している。Bは、上下の両端を剥離

しているが、87もその際の剥離である。なお84と85

は、節理や潜在割れ等の原因で2分割されたと思わ

れる。

接合資料4（第45園～第46図）

石核1点、スクレイパー1点、剥片2点の合計4

点が接合したものである。二側面に自然面を残した

石核から幅広剥片を剥離した資料である。剥離工程

を復元すると89→90→91となる。89はスクレイパー

に用いられた。資料についての詳細は観察表（第12

表）を参照されたい。

石器は、細石刃1点、細石刃核3点、石鉄8点、

石核2点、スクレイパー3点、礫器1点、剥片12点、

砕片3点の計33点が出土し、主な石材は、黒曜石、

ホルンフェルス、チャート、頁岩、泥岩である。詳

しくは、表13～14を参照されたい。

細石刃核（第47図93～95）

出土した細石刃核3点は、調査区南壁の北部付近

のN－10、M－9グリッドに偏っている。

93は、上牛鼻産黒曜石を素材とし、自然面を残し

た主要剥離面の右側上面を打点として細石刃を作出

している。

94は、分割された桑ノ木産黒曜石を素材とし、主

要剥離面の上線に打面調整を加え作業面を形成し、

細石刃を作出している。

95は、桑ノ木産黒曜石の分割された小型の角礫を

素材とし、自然面から剥片を作出し、その主要剥離

面を打面とし、細石刃を作出している。

細石刃（第47図96）

細石刃は細石刃核が出土したM－9グリッド隣の

L－9グリッドで出土した。96は、完形で打面を残

している。石材は桑ノ木産黒曜石である。

石鉄（第47図97～104）

8点の石鉄は、大きく3タイプに分けられる。

97～100は、二等辺三角形の形状で深いU字状の

挟りにより脚部を作り出している。

101～103は、二等片三角形の形状で、基部に浅い

Ⅴ字状の挟りが入る。

104は、正三角形の形状で基部中央に浅い挟りが

ある。

スクレイパー（第47・48図105～107）

105は、自然面を残した剥片の主要剥離面の表面、

右縁辺（短軸上の端部）に連続的な調整を設けて刃

部をつくりだしている。調整加工は片面のみである。

106は、剥片の主要剥離面の表面、上部縁辺に連

続的な調整を加えて刃部を形成している。調整加工
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は、片面のみである。

107は、表に自然面を残した剥片の右側縁に調整

加工を施している。

礫器（第49図108）

108は楕円形の礫で表面に自然面を残し、裏面右

側縁から上線にかけて調整加工を施し、刃部を形成

している。

石核（第49図109～110）

109は、自然面を一部に残し、打面は一枚の剥離

痕からなる単剥離打面である。

110は、桑ノ木産黒曜石の分割された角礫を素材

とし、打面を頻繁に転移して剥離作業を行っている。

剥片（第50図111～115）

剥片についての詳細は石器観察表（第14表）を参

照されたい。

第42図　縄文時代早期土器実測図

番 号 器 種 部 位
文様及び調整 色　　 調

胎　　 土 備　　 考
外　　 面 内　　 面 外面 内面

77 深鉢 胴部 斜方向の貝殻条痕文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 2 mm以下の灰色、黒、乳白色

の粒を含む。

78 深鉢 胴部 横方向の貝殻条痕文の上に斜

方向の条痕文

ナデ にぷい黄橙 にぷい黄樫 2 mm以下の灰色、黒、乳白色

の粒を含む。

79 深鉢 胴部 斜方向の貝殻条痕文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 2 mm以下の灰色、黒、乳白色

の粒を含む。

80 深鉢 胴部
風化著しい。 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 2．5mm以下の乳白色、茶色、

黒色、褐色、2m m以下の黒色

粒を含む。

81 深鉢 口縁部 上部貝殻腹縁刺突文その下位

に横方向の沈線とナデ

ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 1 mm以下の褐色、乳白色を含

む。

スス付着

82 深鉢 口縁部 上部貝殻腹縁刺突文その下位

に横方向の沈線とナデ

ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 1 mm以下の褐色、乳白色を含

む。

スス付着

83 深鉢 頸部
横方向にナデと沈線が交互す ナデが見られるものの著しい 橙 橙 1mm以下の灰色、黒、乳白色、

る。 風化が目立っ。 透明な粒を含む。

第10表　縄文時代早期土器観察表
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第43図　接合資料3実測図（1）

0　　　　　　　　　　5cm

L　…＿　l　　＿」

番　号注記番号出土位置器　種石　材長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重さ（g）Ⅹ座標Y座標レベル

84 15D4d（石器ブロック2）剥片ホルンフェルス5．905．101．6045．1－96314．72644871．98982．455

84 20D4d（石器ブロック2）剥片ホルンフェルス4．653．701．5022．5－96314．79744871．11082．453

85 16D4d（石器ブロック2）剥片ホルンフェルス4．204．951．6018．2－96314．67544872．02082．446

85 30D4a（石器ブロック2）剥片ホルンフェルス4．601．2035．5022．5－96312．27544872．29182．491

86 10D4d（石器ブロック2）・石核ホルンフェルス13．607．600．90257．8－96315．33044870．95582．370

87 29D4a（石器ブロック2）剥片ホルンフェルス4．203．400．9012．2－96313．42944873．20982．468

88 8D4d（石器ブロック2）石核ホルンフェ／レス15．907．904．20614．8－96315．33244870．50282．371

第11表　接合資料3石器観察表
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第44図　接合資料3実測図（2）
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第45園　接合資料4実測図（1）

番　 号 注 記 番 号 出 土 位 置 器　 種 石　 材 長 さ （c m ） 幅 （c m ） 厚 さ （c m ） 重 さ （g ） Ⅹ 座 標 Y 座 標 レ ベ ル

8 9 1 7 D 4 d （石 器 ブ ロ ッ ク 2 ） ス ク レ イ パ ー ホ ル ン フ ェ ル ス 6 ．9 0 6 ．2 0 2 ．7 0 8 2 ．1 －9 6 3 14 ．3 7 2 4 4 8 7 1 ．8 3 1 8 2 ．4 3 4

9 0 19 D 4 d （石 器 ブ ロ ッ ク 2 ） 剥 片 ホ ル ン フ ェ ル ス 8 ．3 0 5 ．5 0 1 ．3 0 4 2 ．9 －9 6 3 14 ．3 8 8 4 4 8 7 1 ．4 4 0 8 2 ．4 5 1

9 1 18 D 4 d （石 器 ブ ロ ッ ク 2 ） 剥 片 ホ ル ン フ ェ ル ス 6 ．6 0 5 ．10 2 ．10 4 8 ．3 －9 6 3 14 ．3 7 2 4 4 8 7 1 ．5 3 8 8 2 ．4 3 0

9 2 6 D 4 d （石 器 ブ ロ ッ ク 2 ） 石 核 ホ ル ン フ ェ ル ス 12 ．6 0 1 1 ．6 0 5 ．4 0 7 9 4 ．4 －9 6 3 14 ．4 6 4 4 4 8 7 0 ．0 6 7 8 2 ．3 7 7

第12表　接合資料4石器観察表
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第46図　接合資料4実測図（2）
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第47園　縄文時代早期石器実測図（1）
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第48園　縄文時代早期石器実測図（2）
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第49図　縄文時代早期石器実測図（3）
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第50図　縄文時代早期石器実測図（4）
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石材
器種

チャー ト ホルンフェルス 黒曜石 泥　 岩 頁　 岩 砂　 岩 尾鈴山酸性岩 総　 計

細石 刃 1 1

細石 刃核 3 3

スクレイパー 2 1 1 4

石　 鉄 6 1 1 8

石　 核 4 1 5

礫　 器 1 1

剥　 片 13 3 1 2 19

砕　 片 1 2 3

磯 8 10 9 3 30

総　 計 7 27 11 2 15 9 3 74

第13表　縄文時代早期石器組成表

番　 号 注 記 番 号 出 土 位 置 器　 種 状　 況 石　 材 長 さ （c m ） 幅 （c m） 厚 さ （c m ） 重 さ （g ） Ⅹ 座 標 Y 座 標 レ ベ ル

9 3 1 4 3 N 9 d 細 石 刃 核 黒 曜 石 2 ．0 0 1．6 0 1．2 0 4 ．0 0 －9 6 2 5 7 ．4 7 9 4 4 9 7 1 ．2 2 7 8 3 ．2 8 7

9 4 1 2 6 N 9 C 細 石 刃 核 黒 曜 石 2 ．2 0 1．4 5 1．2 0 2 ．6 0 －9 6 2 5 6 ．9 7 8 4 4 9 7 5 ．1 4 5 8 3 ．2 4 0

9 5 1 4 2 M 8 a 細 石 刃 核 黒 曜 石 1．7 0 2 ．0 0 1．4 0 3 ．9 0 －9 6 2 6 1 ．4 8 2 4 4 9 6 4 ．4 2 1 8 3 ．3 8 2

9 6 1 4 1 L 8 b 細 石 刃 黒 曜 石 1．1 0 0 ．6 0 0 ．1 0 0 ．0 4 －9 6 2 6 3 ．2 9 3 4 4 9 5 8 ．0 9 4 8 3 ．3 4 5

9 7 1 3 9 I 8 b 石 鍍 チ ャ ー ト 2 ．8 0 1．9 0 0 ．4 0 1．4 0 －9 6 2 6 3 ．1 9 1 4 4 9 2 9 ．3 4 6 8 3 ．5 9 0

9 8 1 2 2 J 6 C 石 銭 チ ャ ー ト 2 ．2 0 1．8 0 0 ．4 0 1．1 0 －9 6 2 8 5 ．4 0 0 4 4 9 3 7 ．0 8 7 8 3 ．3 8 2

9 9 1 6 6 H 4 d 石 金族 チ ャ ー ト 2 ．2 0 1．8 0 0 ．4 0 1．1 0 －9 6 3 0 5 ．2 3 0 4 4 9 1 0 ．0 5 6 8 2 ．8 5 0

1 0 0 2 1 F 5 C 石 鍍 チ ャ ー ト 2 ．1 0 1．9 0 0 ．4 5 1．0 0 －9 6 3 0 9 ．7 4 8 4 4 8 9 4 ．8 8 9 8 2 ．5 7 7

1 0 1 1 4 8 M l l c 石 疲 チ ャ ー ト 3 ．0 0 2 ．0 0 0 ．4 0 1．4 0 －9 6 2 3 5 ．8 0 5 4 4 9 6 8 ．0 3 3 8 2 ．7 3 2

1 0 2 1 5 7 K l l c 石 鍍 頁 岩 2 ．2 0 1．8 0 0 ．4 0 1．1 0 －9 6 2 3 8 ．6 2 2 4 4 9 4 6 ．2 1 3 8 3 ．3 1 4

1 0 3 2 9 1 K l l a 石 鍍 黒 曜 石 1．8 0 1．3 5 0 ．4 0 0 ．5 0 －9 6 2 3 7 ．0 8 8 4 4 9 4 2 ．3 2 1 8 3 ．1 5 6

1 0 4 1 9 0 F 7 d
石 森 チ ャ ー ト 1．7 0 1．5 0 0 ．3 0 0 ．4 0 －9 6 2 7 6 ．9 9 5 4 4 9 4 3 ．8 7 9 8 3 ．3 7 6

1 0 5 3 1 C 5 C ス ク レ イ パ ー 泥 岩 1 0 ．0 0 7 ．5 0 4 ．1 0 2 7 0 ．3 0 －9 6 3 0 8 ．4 5 3 4 4 8 6 7 ．9 1 4 8 2 ．3 4 3

1 0 6 9 D 4 d （石 器 ブ ロ ッ ク 2 ） ス ク レ イ パ ー 頁 岩 1 3 ．0 0 9 ．8 0 2 ．8 0 3 1 4 ．9 0 －9 6 3 1 5 ．3 4 9 4 4 8 7 0 ．6 8 6 8 2 ．3 5 3

1 0 7 1 8 7 F 6 d ス ク レ イ パ ー 7 ．7 0 5 ．8 0 2 ．4 0 8 6 ．1 0 －9 6 2 8 5 ．8 0 0 4 4 8 9 4 ．4 9 2 8 2 ．8 9 7

1 0 8 1 5 9 J 9 b 礫 器 頁 岩 1 6 ．5 0 1 1．3 0 3 ．2 0 5 1 6 ．0 0 －9 6 2 5 4 ．1 3 5 4 4 9 3 5 ．8 3 2 8 3 ．4 6 7

1 0 9 1 3 D 4 d （石 器 ブ ロ ッ ク 2 ） 石 核 1 0 ．4 0 5 ．5 0 4 ．5 0 2 2 6 ．4 0 －9 6 3 1 4 ．9 9 4 4 4 8 7 2 ．0 9 1 8 2 ．4 1 9

1 1 0 1 6 1 E 6 a 石 核 黒 曜 石 2 ．1 0 2 ．2 0 1．0 0 4 ．1 0 －9 6 2 8 3 ．4 6 8 4 4 8 8 4 ．7 1 7 8 3 ．0 1 8

1 1 1 2 7 C 6 a 剥 片 泥 岩 7 ．9 0 7 ．6 0 2 ．7 0 1 2 0 ．3 0 －9 6 2 9 2 ．7 2 1 4 4 8 6 4 ．3 7 2 8 2 ．7 1 6

1 1 2 1 2 D 4 d （石 器 ブ ロ ッ ク 2 ） 剥 片 微 細 剥 離 あ り 4 ．5 0 4 ．3 5 1．6 0 1 7 ．1 0 －9 6 3 1 5 ．1 8 4 4 4 8 7 1 ．7 8 2 8 2 ．3 8 3

1 1 3 1 4 D 4 d （石 器 ブ ロ ッ ク 2 ） 剥 片 微 細 剥 離 あ り 頁 岩 5 ．0 0 3 ．1 0 1．4 0 1 9 ．3 0 －9 6 3 1 4 ．8 3 8 4 4 8 7 1 ．8 5 1 8 2 ．3 9 7

1 1 4 1 5 2 L l l a 剥 片 頁 岩 3 ．1 0 2 ．0 5 0 ．9 0 3 ．5 0 －9 6 2 3 0 ．1 0 1 4 4 9 5 2 ．4 4 9 8 3 ．0 1 4

1 1 5 3 4 D 4 d （石 器 ブ ロ ッ ク 2 ） 剥 片 2 ．4 0 1．9 0 0 ．8 0 2 ．8 0 －9 6 3 2 4 ．3 8 5 4 4 8 7 1 ．0 3 0 8 2 ．4 0 7

1 2 4 N 9 d 砕 片 黒 曜 石 1．4 0 1．3 0 0 ．4 0 0 ．7 0 －9 6 2 5 6 ．4 2 5 4 4 9 7 4 ．1 1 1 8 3 ．2 1 7

1 4 4 N 9 d 剥 片 黒 曜 石 1．4 0 0 ．5 0 0 ．3 0 0 ．4 0 －9 6 2 5 5 ．6 6 1 4 4 9 7 2 ．0 5 4 8 3 ．2 4 7

1 4 5 N 9 d 剥 片 黒 曜 石 1．3 0 0 ．8 0 0 ．3 0 0 ．5 0 －9 6 2 5 5 ．1 3 7 4 4 9 7 4 ．3 0 7 8 3 ．2 2 7

1 4 7 N l O a 砕 片 黒 曜 石 0 ．5 0 0 ．3 0 0 ．1 0 0 ．1 0 －9 6 2 4 3 ．8 7 9 4 4 9 7 3 ．7 2 7 8 2 ．8 9 5

1 6 9 N l l d 剥 片 4 ．5 0 2 ．5 0 7 ．8 0 8 ．2 0 －9 6 2 3 9 ．8 4 5 4 4 9 7 1 ．2 1 9 8 2 ．7 0 8

1 7 1 N l l d 砕 片 チ ャ ー ト 1．8 0 1．4 0 0 ．1 0 0 ．2 0 －9 6 2 3 6 ．2 9 8 4 4 9 7 0 ．6 2 3 8 2 ．5 4 8

1 8 9 F 7 d 剥 片 黒 曜 石 1．9 0 1．0 0 1．0 0 2 ．2 0 －9 6 2 7 7 ．8 7 5 4 4 8 9 0 ．5 6 1 8 3 ．0 6 5

1 9 1 K 7 d 剥 片 4 ．3 0 2 ．3 0 1．0 0 7 ．0 0 －9 6 2 7 5 ．4 3 7 4 4 9 4 4．3 9 2 8 3 ．4 1 3

1 9 2 K 7 d 剥 片 1 3 ．4 0 5 ．5 0 3 ．4 0 2 3 8 ．1 0 －9 6 2 7 5 ．2 0 9 4 4 9 4 4．2 8 4 8 3 ．3 6 6

1 9 5 M l O b 剥 片 6 ．0 0 2 ．5 0 0 ．9 0 1 1．0 0 －9 6 2 4 0 ．2 6 6 4 4 9 6 5．0 4 5 8 2 ．8 9 1

第14表　縄文時代早期石器観察表

注 記 番 号 石 材 Ⅹ 座 標 Y 座 標 レ ベ ル 長 さ （c m ） 幅 （c m） 厚 さ （c m ） 重 さ （g ） 赤 化 度 完 形 度 磯 形 備 考

1 頁 岩 －9 6 3 0 6．1 3 0 4 4 8 7 4．4 9 9 8 2．5 6 0 1 1．0 0 3 ．2 0 3 ．0 0 1 9 8 ．0 0 0 A C 4，5 と 接 合

2 頁 岩 －9 6 3 0 5．7 1 9 4 4 8 7 9．7 0 7 8 2．5 5 7 1 1．8 0 7 ．5 0 4 ．9 0 5 9 5 ．0 0 0 A a 2 2 と 接 合

3 尾 鈴 山 酸 性 岩 －9 6 3 0 5．6 7 5 4 4 8 7 9 ．4 3 6 8 2．5 0 8 3 0 ．2 0 2 3 ．0 0 1 9 ．2 0 5 6 7 2 ．3 0 2 A C

4 頁 岩 －9 6 3 0 5．4 8 6 4 4 8 7 9 ．4 5 1 8 2 ．5 5 9 1 0 ．4 0 5 ．0 0 3 ．0 0 2 4 8 ．0 0 0 B b 1 ，5 と 接 合

5 頁 岩 －9 6 3 0 5．5 3 7 4 4 8 7 9 ．2 9 4 8 2 ．5 5 5 1 4 ．2 0 1 0．0 0 6 ．4 0 1．5 0 1 A
C

1 ，4 と 接 合

7 頁 岩 －9 6 3 1 4．4 7 8 4 4 8 7 0 ．1 8 4 8 2 ．4 3 9 3 ．8 0 2 ．3 0 0 ．8 0 6 ．0 0 0 C b

1 1 －9 6 3 1 5 ．2 1 9 4 4 8 7 1 ．1 1 4 8 2 ．3 7 6 3．4 0 1．7 0 1．6 0 1 0 ．0 0 0 C b

2 2 頁 岩 －9 6 2 9 6 ．5 4 6 4 4 8 7 5 ．5 8 3 8 2 ．5 9 5 1 0 ．1 0 6．0 0 3．3 0 2 9 8 ．0 0 0 B C
2 と 接 合

2 3 尾 鈴 山 酸 性 岩 －9 6 2 9 5 ．4 8 3 4 4 8 7 5 ．6 6 1 8 2 ．6 4 4 1 5．4 0 7．3 0 8．0 0 1．2 0 1 A a
2 4 と 接 合

2 4 尾 鈴 山 酸 性 岩 －9 6 2 9 5 ．0 6 7 4 4 8 7 5 ．6 9 9 8 2 ．6 7 9 1 3．7 0 6．8 0 4．2 0 5．1 0 0 A a
2 3 と 接 合

2 6 －9 6 2 8 8 ．1 5 4 4 4 8 8 2 ．2 5 5 8 2 ．8 1 2 9．5 0 6．7 0 2．2 0 1 2 4 ．0 0 0 B b

2 8 －9 6 3 0 0 ．2 8 6 4 4 8 5 4 ．3 9 2 8 2 ．1 0 0 1 1．2 0 4．6 0 4 ．1 0 3 0 8．0 0 0 B b

3 2 －9 6 3 0 4 ．1 2 7 4 4 8 7 1 ．2 3 3 8 2 ．4 9 0 2．3 0 0．6 0 1．0 0 2．0 0 2 C b

3 3 砂 岩 －9 6 3 1 2 ．9 1 6 4 4 8 6 5 ．2 2 1 8 2 ．1 2 2 5．9 0 3．3 0 2．5 0 5 3．0 0 2 C b

1 3 3 砂 岩 －9 6 2 3 1 ．9 2 0 4 4 9 6 8 ．9 7 4 8 2 ．7 3 3 2．4 0 2．0 0 0．8 0 5．0 0 0 C b

1 4 6 －9 6 2 4 3 ．7 0 7 4 4 9 7 4 ．2 0 1 8 2 ．8 7 8 5．6 0 2．3 0 1．1 0 2 1．3 0 1 C b

1 4 9 砂 岩 －9 6 2 4 1 ．0 4 6 4 4 9 6 2 ．2 9 9 8 2 ．9 8 0 7．5 0 5．8 0 3．0 0 1 8 6．1 0 2 B C

1 5 3 砂 岩 －9 6 2 3 0 ．5 5 4 4 4 9 5 8 ．5 8 3 8 2 ．9 8 4 9．3 0 8．0 0 3．7 0 3 3 2．0 0 3 A
a

1 5 4 砂 岩 －9 6 2 2 9 ．3 7 5 4 4 9 5 5 ．8 4 5 8 2 ．9 0 0 5．5 0 4．2 0 2．3 0 5 5．2 0 3 B b

1 5 5 砂 岩 －9 6 2 2 9 ．6 6 1 4 4 9 5 6 ．9 0 0 8 3 ．0 6 6 5．5 0 4．8 0 3．7 0 8 3．1 0 3 B b

1 5 6 砂 岩 －9 6 2 2 9 ．7 4 3 4 4 9 5 7 ．0 0 6 8 3 ．0 6 3 4．3 0 4．0 0 1．2 0 2 1．0 0 3 B b

1 7 4 頁 岩 －9 6 2 3 7 ．5 7 9 4 4 9 6 5 ．6 2 3 8 2 ．7 6 0 6．1 0 3．8 0 1．6 0 3 0．3 0 1 B b

1 7 5 砂 岩 －9 6 2 3 4 ．5 2 8 4 4 9 6 7 ．4 4 9 8 2 ．7 6 7 2．5 0 2．0 0 0．4 0 3．1 0 2 C C

1 7 7 頁 岩 －9 6 2 4 2 ．3 8 7 4 4 9 6 4 ．5 7 6 8 2 ．8 7 6 3．3 0 1．9 0 0．7 0 4．0 0 0 C b

1 7 8 頁 岩 －9 6 2 4 2 ．4 3 3 4 4 9 7 4 ．8 1 3 8 2 ．8 3 5 5．9 0 5．3 0 1．3 0 5 0．2 0 1 C b

1 8 1 砂 岩 －9 6 2 3 3 ．9 1 1 4 4 9 6 5 ．9 2 2 8 2 ．7 8 2 1．9 0 1．2 0 0．7 0 2．3 0 0 C b

1 8 8 －9 6 2 8 4 ．0 0 9 4 4 8 9 1 ．8 4 0 8 2 ．9 4 0 3．6 0 3．0 0 0．8 0 8．0 0 1 B a

1 9 6 頁 岩 －9 6 2 4 1 ．2 8 4 4 4 9 6 5 ．2 7 3 8 2 ．8 6 5 4．6 0 2．0 0 1．3 0 1 6．2 0 2 B C

1 9 8 －9 6 2 7 8 ．1 5 6 4 4 8 8 6 ．2 7 6 8 3 ．0 5 6 1 5．0 0 1 4．0 0 5．0 0 1 0 5 0．1 0 0 A a

2 4 0 －9 6 2 3 1 ．4 0 2 4 4 9 6 7 ．7 8 4 8 2 ．1 3 1 7．7 0 1．9 0 0．8 0 1 4．1 0 3 B C

第15表　縄文時代早期礫観察表
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第5節　K－Ah降灰以後の遺構と遺物

1　K－Ah降灰以後の遺構

本遺跡は、調査区の両端（東西）から中央に向かっ

て上りの傾斜になっており、ちょうど中央部が丘陵

の高い部分に位置する。この丘陵の高い部分を中心

に畑地造成のための削平が行われたた。そのために、

K－Ah（第Ⅱ層　鬼界アカホヤ）は、中央からやや西

側にかけての一部にしか残存しなかった。調査区中

央から東側にかけては、耕作土下のMBO～MLl

までの削平を受けていた。

K－Ah降灰以後の調査において、遺構はK－Ah面で、

溝1条、掘立柱建物2棟、土坑1基を検出した。調

査区東のMLl（暗褐色ローム）で溝1条（SE2）、

道路1条（SGl）を検出した。また、調査区中央

においてもMLlで掘立柱建物2棟（SB3・4）

集石遺構3基（SI2～SI4）を確認した。

以下、各遺構の概要について触れる。

SEl（第53図）

E－7～F－8グリッドにかけて、南西から北東

に上がる形で検出された。長さ約15m、幅0．5m～

1．2m、深さは最も深い部分で0．2mを図り南西端と

北東端のレベル差は、0．29mを図る。埋土は、K－Ah

を含む黒色及び黒褐色土で全般的に柔らかい。SB

lとは、重複関係にあるが、SBlの柱穴がSEl

の埋土上面で検出されたことにより、SBlはSE

lより後出すると考えられる。

SE2（第51図）

L－14グリッドの北東壁から南西方向にわずかに

上がる形で検出されたものの、遣存状態が悪く長さ

2．8mしか確認できなかった。SE2の東側には谷

が入っており、この谷に向かって蛇行しながら下っ

ていたと考えられる。K－Ahが削平されていたため、

検出面はMLl（Ⅳ層　暗褐色ローム）であったが、

SE2の埋土が、北東壁の土層断面に遣存していた

K－Ah層を切っていたためK－Ah上の遺構であると考え

られる。北東壁で確認された断面幅は約0．7m、深

さは約0．3mを図り、南西端と北東端のレベル差は、

0．4mを図る。

SC13（第53図）

G－8グリッドのK－Ah上面の精査中に検出した。

長径2．4m、短径1．1mの楕円形プランを呈する。耕

作土により、埋土の削平を受けているため、検出面

からの残深は0．1mを測る。埋土にはK－Ahのブロッ

クが含まれていた。遺物・炭化物は確認されなかっ

た。性格は不明である。

第51図　K－Ah降灰以後の遺構分布図
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SBl（第53図～第54図）

E－7～F－7グリッドで検出され、主軸をN－

610　－Eにとる。1間×3間の建物で、北と東に庇

を有する。桁行6．04m、6．16m、梁3．52m、3．88mで

面積は約23nfを図る。柱穴径は、0．12m～0．2mと

較差があり、深さも0．2m～0．5mと一様ではない。

庇は、桁行が6．96m、梁が2m、1．88mで柱穴P5

の底面より、土師器片（第52図116）1点が出土し

た。この土師器片は、底部のみの残存で、外面には

格子目のタタキの上に一部ナデ、内面にはパケ目・

黒斑が見られる。なお、北側に位置する柱穴列は

SElを切っている。

SB2（第53図～第54図）

E－7～E－8グリッドで検出され、主軸をN－

850－Eにとる2間×2間の建物である。桁行3．56

m、3．52m、梁3．12mで面積は約11最を図る。柱穴

径は、0．12m～0．14mで、深さは、0．26m～0．4m

と一様ではない。柱穴P6の底面より、東播系の片

口鉢の破片（第52図117）が出土した。この須恵

器片は、口縁部から胴部にかけての残存で、外面・

内面に横方向のナデが見られる。

SB3（第54図）

調査区の丘陵部、I－11グリッドの表土除去後、

MLl（暗褐色ローム）で検出した。主軸をN－450－

Eにとる3間×2間の建物である。桁行4．76m、

4．84m、梁3．76m、3．68mで面積は約17．9最を図る。

柱穴径は、0．26m～0．4mで、柱穴間は、桁1．32m

～2．04m、梁1．76m～2mと一様ではない。深さは、

0．04m～0．42mと較差がある。柱穴の埋土は、黒色

土、暗褐色土が主体で、K－Ahのブロックを含んでい

る。遣物は出土しなかった。

SB4（第54図）

SB3の南東、J－11グリッドの表土除去後、M

Ll（暗褐色ローム）で検出した。主軸をN－450－

Eにとる3間×1間の建物である。桁行4．6m、4．68m、

梁1．76mで面積は約8．2I茸を図る。柱穴径は、0．14m

～0．3mで、柱穴間の距離は、桁1．28m～1．68mで

ある。深さは、0．02m～0．14mである。柱穴の埋土

は、SB3と類似している。また、SB3同様、遣

物は出土しなかった。

SGl（第55図）

M－13グリッドの北東壁から南西の丘陵に向かっ

て、SE2に平行する形で上がっている。北東壁の

土層断面から、SE2と同様の埋土の状況が確認さ

れたためSGlにおいてもK－Ah降灰以後の遺構であ

る可能性が高い。長さは約8．1m、北東壁で確認さ

れた断面幅は約2．4m、深さは約0．6mを図る。埋土

中より、かなり摩耗した土器片1点が出土した。底

面に厚さ0．05mほどの硬化層がのり、硬化層を除去

すると波板状のピットが検出された。ピットの埋土

は、黒褐色で版築状に硬化していた。

2　K－Ah降灰以後の遣物

K－Ah降灰以後遺構外の遣物は、1点のみの出土

であった。

皿（第52図118）

118は、K－Ah上面の精査中にE－6グリッドで出

土した土師器皿である。口縁部から底部にかけての

残存（残存率1／4）で外面・内面に横方向のナデ

が見られる。

よ＝＝＝＝＝∋

116

云ク

118

0　　　　　5cm
L l　　　！

第52図　K－Ah降灰以後の土器実測図
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吾．N．
①10YR3／1（黒褐色）軟質で粘性があり、わずかにK－Ahブロックを含む。

②10YR2／3（黒褐色）（彰より赤味を増し、K－Ahブロックを多く含む。

（910YR3／1（黒褐色）軟質で粘性があり、わずかにK－Ahブロックを含む。

（910YR2／3（黒褐色）（丑より赤味を増し、K－Ahブロックを多く含む。

（参10YR2／1（黒　色）軟質で粘性があり、橙色粒をわずかに含む。

83㌦箪′
①10YR3／1（黒褐色）軟質で粘性があり、K－Ahをブロックで多量に含む。

②10YR2／2（黒褐色）（丑より硬質で、粘性がある。

③10YR2／1（黒　色）固くしまり粘性がある。

④10YR2／1（黒　色）③より柔らかく、粘性がある。

p5　　　◎

S B2

第53図　K－Ah上面の遺構実測図
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（910YR2／2（黒　色）
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④10YR2／2（暗赤褐色）
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（910YR2／2（黒　色）

②10YR3／1（黒褐色）

（診10YR2／2（暗褐色）

第54図　SB1－4実測図
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柱穴　土層断面　注記

粘性はなくしまりなし。ややザラザラした感じ
があり、混入物はない。
やや粘性があり硬質である。K－Ahブロックを含
んだ黄褐色砂質土を含む。

しまりはあるが、粘性はない。（参に比べてK－Ah
ブロックを含んだ黄褐色砂質土が増える。
（諺に比べてk－Ahブロックの混入が少なく、全体
的に硬質でしまりがある。
しまり、粘性ともになく、パサバサした感じで

ある。

柱穴　土層断面　注記

粘性はなくしまりなし。ややザラザラした感じ
があり、混入物はない。

やや粘性があり硬質である。K－Ahブロックを含
んだ黄褐色砂質士を含む。
しまり、粘性ともになく、パサバサした感じで
ある。
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第Ⅴ章　自然科学分析（植物珪酸体分析．寄生虫卵分析）

1　植物珪酸体分析

分析試料は、調査区南壁（基本土層）、SC4、

SC5の3地点から採取された計30点である。試料

採取箇所を第7図土層断面配置図、第34図SC配置

図に示す。

（1）分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以

下のとおりである。これらの分類群について定量を

行い、その結果を表16、17に示す。

〔イネ科〕

キビ族型、ヨシ属、ススキ属型（おもにススキ属）、

ウシクサ族A（チガヤ属など）、ウシクサ族B（大

型）、シバ属、Aタイプ（くさび型）、Bタイプ、C

タイプ

〔イネ科一夕ケ亜科〕

メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチ

ク節、ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメダケ属ネ

ザサ節）、クマザサ属型（チシマザサ節やチマキザ

サ節など）、ミヤコザサ節型（おもにクマザサ属ミ

ヤコザサ節）、未分類等

〔イネ科－その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由

来）、茎部起源、未分類等

〔樹木〕

その他

（2）植物珪酸体の検出状況

調査区南壁（基本土層、第6図）

第Ⅳ章第2節　土層の状態で詳述

S C4・5

第Ⅳ章第4節　縄文時代早期の遺構で詳述

2　寄生虫卵分析

分析試料は、SC5（陥し穴）の埋土底部から採

取された試料9～試料11の3点である。これらは、

植物珪酸体分析に用いられたものと同一試料である。

（1）分析の結果と考察

寄生虫卵分析の結果、寄生虫卵及び明らかな消化

残漆は、いずれの試料からも検出されなかった。参

考として行った花粉分析では、試料10からイネ科、

ヨモギ属、シダ植物胞子が検出されたが、いずれも

微量である。花粉もあまり検出されなかったことか

ら、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環環下で、こ

れらの有機物が分解された可能性が考えられる。結

果については第18表に示す。
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キ　　ヨ　　ス　ウ　ウ　シ

ピ　　シ　　ス　シ　シ　バ

族　属　　キク　ク　属
型　　　　　属　サ　サ

型　族族
A B

Kr－Kb層準

150－

50－

l

■

■

■

5万個／g
細表〃S表■表表検出密度
5kg／ぷ・CⅢ

亡二二二二二コ推定生産量
匹∃黒褐色土囚暗褐色土田褐色土E］火山灰□その他

調査区南壁

イネ科

キ　ヨ　ス　ウ　ウ　シ　B
ビ　　シ　ス　シ　シ　バ　タ
族　属　キ　ク　ク　属　イ
型　　　　属　サ　サ　　ブ

型　族　族
A B

メ　ネ　ク　　　ミ
グ　ザ　マ　　　ヤ
ケ　サ　ザ　　　コ

節　節　サ　　　ザ
型　型　属　　　サ

型　　　節
型

III：l1，－1llIIi昌
5万個／g

l■ll表■■表■検出密度
5kg／d・C且

［＝：二二二：＝コ推定生産量

S C4

第16表　南壁、SC4植物珪酸体分析結果
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イネ科

0皿一　検出面

Kr一m混

50－

AT？ブロック混

100－

キ　ヨ　ス　ウ　ウ　シ　A B C

ビ　シ　ス　シ　シ　バ　タ　タ　タ

族属　キ　ク　ク　属　イ　イ　イ
型　　属　サ　サ　　ブ　プ　プ

型警誓　言
び
型
ヽ一一′

メ　ネ　ク
ダ　ザ　マ
ケ　サ　ザ
節節　サ
型　型　属
型

表　　　棒
皮　　　状
毛　　　　珪
起　　　酸
源　　　体

5万個／g
検出密度

5kg／ぷ・CⅢ

亡二二二二二コ推定生産量

第17表　SC5植物珪酸体分析結果

メ　ネ　ク　ミ
グ　ザ　マ　ヤ

ケ　サ　ザ　コ
節　節　サ　ザ
型　型　属　サ
型節
型

0　　　　10硝
し＿＿＿＿＿＿＿　　」　　＿‥！

タケ亜科の比率

分類群

学名　　　　　　　　　　　　　和名 9　　10　　11

Helmintheggs　　　　　　　　寄生虫卵　　　　　　　　　　　　　（－）（－）（－）

明らかな消化残漆　　　　　　　　　　　（－）　仁）　仁）

Nonarborealpollen

Gramineae

ArfemiSi〝

草本花粉

イネ科

ヨモギ属

Fernspore　　　　　　　　　シダ植物胞子

Monolatetype spore　　　　　　単条溝胞子　　　　　　　　　　　　　　1

Arborealpollen　　　　　　　　樹木花粉

Arboreal・Nonarborealpollen　　樹木・草本花粉

Nonarborealpollen　　　　　　草本花粉

Totalpollen　　　　　　　　　花粉総数

0　　　0　　　0

0　　　0　　　0

0　　　2　　　0

0　　　2　　　0

試料1cH子中の花粉密度　　　　　　　　　0　14　　0

Fernspore　　　　　　　　　シダ植物胞子　　　　　　　　　　　　0　1　0

第18表　SC5寄生虫卵分析結果
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第Ⅵ章

唐木戸第1遺跡では、旧石器時代、縄文時代早期、

中世の遺構・遺物を確認することができた。ここで

は遺構・遣物をもとに、本遺跡の性格についてまと

めたい。

旧石器時代

唐木戸第1遺跡の旧石器時代における遺構として

は、礫群1基、石器ブロック1箇所が検出された。

礫群については、礫の観察結果をもとに、分析を行っ

た。その結果、接合可能な礫や赤化した破砕礫がか

なり含まれていることが分かり、これらの礫が、熱

を受けて使用された可能性があると考えられる。石

器ブロックでは、2個体の接合資料を確認すること

ができたが、母岩の形状の違いはあるものの一時的

な単純剥離作業が営まれたと思われる。遣物につい

ては、ナイフ形石器、角錘状石器等の製品と石核、

剥片、砕片等が散漫な状態で出土した。これらに伴

う石器接合についての確認はできなかった。

縄文時代早期

縄文時代早期の遺構としては、石器ブロック1箇

所、土坑12基、集石遺構3基を検出した。石器ブロッ

クの16点中11点から、2個体の接合資料を確認する

ことができた。ともに接合状況や石器の出土点数か

ら母岩の一次的な剥離作業工程のみにとどまったも

のであると考えられる。

土坑12基中、10基は陥し穴と思われる。陥し穴は

丘陵鞍部、丘陵鞍部から下るゆるやかな斜面に多く

位置する。さらに陥し穴の平面形の長軸方向は、南

と西では等高線に平行に、東側では直行するあり方

を示している。陥し穴としての掘削年代は限定でき

ないが、植物珪酸体分析の結果や掘削の特徴・埋土

状況など似通っているものが多く、時期差はさほど

ないと思われる。

縄文時代早期においても、本遺跡と西側に隣接す

る唐木戸第2、3遺跡との間に谷が入っていたと考

えられる。この谷は、川や沢の存続を意味し、動物

たちにとっては格好の水飲み場であったといえる。

従って、この水飲み場への通路に位置する本遺跡に

まとめ

は、陥し穴を設けた狩猟の場という空間が存在した

ことが推定できよう。このことは、遣物の分布密度

の低さも傍証となるであろう。他に検出された集石

遺構と出土した貝殻条痕文土器、塞ノ神式土器の関

係については、それぞれの遣物・遺構の検出場所が、

本遺跡西側と中央と東側というようにかなり離れて

いたこと、集石遺構の検出面が確認できないこと等

を考えると、陥し穴や集石遺構と遣物の前後関係や

同時性をとらえることは困難を極める。また、細石

刃・細石刃核もわずかに出土したもののその文化期

をとらえるにはいたらなかった。

中世

鬼界アカホヤ（K－Ah）降灰以後の遺構として、掘

立柱建物4棟、溝2条、道路1条を検出した。K－Ah

上面で検出されたSBlのピットからは、中世の土

師器の寮が、またSB2のピットからも、東播系の

片口鉢が出土したことから、中世の掘立柱建物の可

能性が高い。しかし、この2棟には、庇の有無、桁

行、梁、向き、柱穴間などの形状の違いがあること

により時期差を伴う可能性がある。SB3・4につ

いては、遣物が出土していないため、所属時期は特

定できていないが、片口鉢を出土したSB2が12～

13世紀と推定されるので、それを前後する時期の所

産と考えられる。SEl・SE2は、共に遣物の出

土は確認されなかったが、その位置と流れの方向か

ら同一の溝の可能性があると考えられる。SGlは、

土器片1点を確認したものの時代の特定は困難を極

めるものである。東の谷部へ走っていることから、

当時の水を確保するための通路として使われていた

ものと考えられる。SEl、SE2及びSGlが、

仮に掘立柱建物群に伴う時期とすると12～13世紀前

後の中世村落の景観が想定できよう。本遺跡の場合

は、丘陵の奥あたり開析谷沿いに点在するような数

棟で構成された小規模な村落の在り方をなすと考え

られる。

－73－



〈引用、参考文献〉

高鍋町史編纂委員会　『高鍋町史　通史編』1987

高鍋町教育委員会　「高鍋町文化財調査報告書　第7集」

『中尾・牛牧地区遺跡』1995

高鍋町教育委員会　「高鍋町文化財調査報告書第5集」

『大戸ノロ第2遺跡』1991

高岡町教育委員会　「高岡町埋蔵文化財調査報告書第23

集」　『高野原遺跡』　2002

国土調査　県農政水産部農業振興課　『土地分類基本調

査　妻・高鍋』

宮崎県地質調査所

宮崎県教育委員会

査報告書第43集」

宮崎県教育委員会

査報告書第60集」

1982

『宮崎県地質図説明書第4版』1981

「宮崎県埋蔵文化財センター発掘調

『木脇遺跡』　2001

「宮崎県埋蔵文化財センター発掘調

『本城跡』　2002

宮崎県埋蔵文化財センター

『平成12年度東九州自動車道

化財発掘調査概要報告書Ⅱ』

宮崎県埋蔵文化財センター

『平成13年度東九州自動車道

化財発掘調査概要報告書Ⅲ』

「発掘調査報告書　第64集」

（都農～西都間）関係埋蔵文

2002

「発掘調査報告書　第76集」

（都農～西都間）関係埋蔵文

2003

－74－



調査区全景（二次）
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K－Ah検出状況
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石器ブロック1検出状況

SIl検出状況

SI3検出状況

貝殻条痕文土器出土状況

石器ブロック2検出状況

SI2検出状況

SEl検出状況
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SBl・2検出状況

SGl硬化面検出状況

SC4完掘状況

SC6断面

土層断面（南壁）

SC3断面

巌当節撃華甲rJ W
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SC5断面

SC7断面
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SC8断面

SClO断面

SC12断面

SC9断面

SC11断面
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旧石器時代接合資料1（1）

旧石器時代接合資料1（2）
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旧石器時代接合資料2（1）

旧石器時代接合資料2（2）
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Ⅵ層　出土石器

Vb層　出土石器（1）
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Vb層　出土石器（2）

Va層　出土石器
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縄文時代早期遺物接合資料3（1）

縄文時代早期遺物接合資料3（2）
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縄文時代早期遺物接合資料4（1）

縄文時代早期遺物接合資料4（2）
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